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北大文学研究科紀要 118 (2006) 

要 t::::. 
周

南タイにおける暴力の問題

国際タイセミナ}における研究動向から

楼井義秀

本稿の密約は， 2004年から 2005年にかけてタイの最南部にあるソンク

ラー，パッタニ…，ヤラ…，ナラーティワートの田県で断続的に発生してい

るテロ，暴力事件と，タイ政府による暴動の鎮圧・マレ…系ムスリム住民へ

の融和政策を概観することである。その際， 2005年4丹にノーザン・イリノ

イ大学で開催された第九由国際タイセミナーで公表された南タイ問題に関わ

る様々な見解を参賠しようと考えている。

本論文の構成として，第一章では，南タイにおける暴力に関わる事件を簡

単に紹介してみたい。日本人が抱く南タイのイメージはプーケットを中心と

したピーチ・リゾートであろうし， 2004年12月初日にスマトラ島沖で発生

した大地震による大津波で，プーケット県，パンガ…県併せて 5，300人あま

りの死者，行方不明者を出したことは記憶に新しい。しかし，最階部の諸県

において，わずか 1年半の間に数百名の地域金民や警察官・公務員・僧侶等

が，無差別襲撃テロや政府の暴力的鎮正によって命を失っていることはあま

り知られていない。 2005年 10丹16日にも，パッタニー県メーレー郡トン

コーイ寺を 15名の武装集団が襲撃し， 78歳の住職と沙報2名を惨殺し，寺に

放火した。同日，ヤラー県ラーマン郡ではバイクでパトロール中の兵士2名

が射殺された。また同県パンナンサタ郡では，村の自警屈の男性が射殺され

た。その蔀日には，ナラーティワート県でバイクに乗った 2名の一般市民が
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射殺されている。このような暴力的テロ事件が日常茶飯の状態になりつつあ

るのが現在の南タイである O

第ニ章では国際タイセミナーにおけるタイ社会の研究動向を簡単に説明す

る。国際タイセミナーは三年にー産開催される。タイ社会・文化の研究を概

観するのに好適な間諜学会であり， は1996年のチェンマイ(北タイ)， 

1999年のアムステルダム， 2002年のナコンパノム(東北タイ)，そして本年

のイリノイ州デカルプと連続して学会に出席し，研究報告をしてきた。今回

は南タイ問題が大きく取り上げられ，多くの研究者が議論に参加した。

は東北タイ地域社会の講査に従事してきたため，南タイ問題を寵接研究の対

象に据えたことがなかった。この学会において大いに啓発された結果，この

レポートをまとめようと考えた。

第三章では，大会出席者ではないが，著名なタイの歴史家であるニティ・

イ…オシーウォンの「農民叛乱J論と，タイ・ムスリムの王子和研究者チャイ

ワット・サンタナンの「歴史と記憶」をめぐる議論を検討しておきたい。両

とも，この一連の暴力的事件を，マレー・ムスリムとタイ・仏教徒との民

族的・宗教的対立という一見分かりやすい播図に落ちつけることを担否し，

タイ社会内部の政治経済的背景を冷徹に観察している O 宗教にひそむ暴力と

いう国式は，宗教関対話を問題解決の方策として提示する宗教研究者が女子ん

で熔いるものであり，宗教学関連の学会で筆者は何度も開いてきた。しかし，

異体的に地域の葛藤開題を見る限り，宗教と暴力を結びつける必然性はない。

むしろ，抽象的に問題を把握することによって，地政学的問題の本質を見誤

る可能性すらある。

本論は r宗教的過激主義者J という他者を作り出してきた 20世紀後半と

21世紀の国際政治や rテロとの戦い」を宣言した権威主義的関家の民主主義

を考察する上でも，有効な視点、を提供できるのではないかと考えている。
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i者タイにおける暴力の問題

高タイにおける暴力事件の概況

1 -1 暴力事件の推移

本稿では，暴力事件という を用いる。武装勢力によるテロ行為，反乱，

内苫しという言い方は政府の公式見解であろうし，分離主義運動や武装捧起と

いう言い方にも，南タイが中央政府に不当に抑圧されてきたために民衆が立

ち上がったというニュアンスが含まれ，これまた特定の立場を有する集団の

公式見解になる O 実際のところ，高タイに窟往するマレ一系ムスリムと仏教

徒の大半は平和に共存してきたし，今後とも争いを望んでいない。そして，

一連の事件が全て政治的・宗教的イデオロギーを背景になされたものでもな

いだろう。暴力の日常化という事態のなかに，私的利害による暴力が意図的

に隠蔽された場合も相当数あるのではないかと考えられる。暴力事件の内容

は，スリソンポップ・ジッピロムスリー，ソンクラーナカリン大学教授によ

ると，おおよそ表 1 に示したとおりである。 r2004 年 1 月 4 日 ~2005 年 5 丹

にまで南部で起きた事件は全部でおよそ 2，441件， 2004年は 1，843件， 2005 

年は 598件となる。J2005年 10月現在でも毎週のように暴力事件が起きてお

り，この簡略な表が結える事件はそのごく一部に限られているO

表 1 タイ南部における暴力事件

Date 事件の概要 県

1993/8/1 学校22ヶ所に放火 パッタニー県，ヤラー際，

ナラーティワート県

1993/8/2 学校2ヶ湾?に放火 ソンクラー県，

パッタニー猿

2002/10/29 学校5ヶ所に放火 ソンクラー熊

2002/10/1 警察署に発砲し，警察官に負傷者が多数出た。 バッタニー県

2003/2/4 警察官殺害事件 バッタニー県

2003/3/23 退職した警察官殺害事件 バッタニー祭

2003/4/26 マナググーポの数千人の市民が地域の警祭署を パッタニー県
襲う。怪我した警察もいる
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引)ovum91llは崎タ1Z容月Eクター 軍プ、4σ和備犯開の公を人盗衆発軍が電人ん第タ二が話だク事死がセγ亡件被ンン，。壊タ開ーさ2発人人れで第，はのる五兵家Wセ器人が。・主主備が盗

ナラーティワ ト祭

2003/4/2 ンターで兵 ヤラー燥

古河アヵt

2003/5/7 ナラーティワート県

2003/5/13 20ヶ所の公衆電話が破壊される ヤフー察

2003/5/20 警察官殺害事件 ナラーティワート県

2003/6/6 5ヶ所で兵器・寮備が盗まれる ナラーティワート県

2003/6/9 学校に放火 ヤフー県

2004/1/4 50人以上の武装集罰によって策人4人が死亡。 ナラーティワート県
学校19ヶ所に放火

2004/1/11 南部の 3県の学校を閉鎖

2004/1/26 ヤフー県内学校251ヶ所を閉鎖 ヤラー禁

2004/3/12 ソムチャイ・ニラピチット (SomchaiNilaphi- ノてンコク

chit)弁護士が行方不明

2004/4 すhe National Reconciliation Commission 
(NRC)の整理

2004/4/28 クルセー事件が発生。武装集団の 106人が死亡 パッタニー県
した。 106名のうち 32名はクルセー・モスクで

死亡

2004/10/25 タクパイ事件が発生。デモに参加した 85名が死 ナフーティワ ト禁
亡。

2004/11/12 飲食庄の爆発。一般の住民 14人がケガ ナラーティワート察

2005/2/17 自動車爆弾事件。死亡6人，ケガ40人 ナフーティワート終

2005/3/3 ハッジャイ国際航空，カリフェール・スーパー ソンクラー察
マーケット，ホテルの 3ヶ所で爆発。69人ケガ，
2人死亡

2005/7/14 ヤラー祭都に暴力事件が発生。警察官2人は死 ヤフー猿
亡，一般の住民 23人がケガ。

2005/7/16 南部3祭に戒厳令を布告する

2005/7/21 南部3県に戒厳令を中止する

2005/9/20 タンヨンリモウの村人が海兵隊員 2人を拘束 ナラーティワート猿

2005/9/21 海兵隊員 2人が死亡 ナラーティワ ト繋

2005/9/21 ノfージョ罰丁で爆発の事件 4人の警察がケガ。 ナラーティワート猿
商庖に爆発の事件 4人住民がケガ。

2005/9/25 131名がタンヨンリモウの村人がマレーシア， ナラーティワ ト察
ケランタン州に亡命

(出典:www，thabews，irg/cms/index/php?optionニ comcontent&task=view&id 
156&[temid=47]) 

186-



南タイにおける暴力の問題

また，これらの事件では加害者が不明な場合も少なくない。被害者の分類

から事件の性質を示したものが，表2と表3である。チュラロンコン大学の

パニターンがマティチョン誌と共開で調査した数値であるが，先に挙げたス

リソンポップの統計よりも総数が少ない。最初に述べたように，通常の犯罪

とこの寵タイで発生している政治的抗争事件との境留が定かではない事件も

あり，算定基準が異なっているものと考えられるO

甫部四県のうちでもナラ…ティワート祭とパッタニ も事件が頻発

しており，ソンクラー県は少ない。しかし，後に述べるように， 2004年には

パッタニー県でクルセー・モスク事件，ナラ…ティワート県でタクパイ事件

が発生し，多数の死傷者を出していることが総数を多くしている。 2005年を

見れば，パッタニー県よりもヤラー県の方が事件数は多い。

タイ南部

ソンクラ…県

マレーシア

図 1 タイ南部

バッタニ…県

ヤラー県
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表 2 2004年 1月4B から 2004年 12月31日の間に発生した事件の分類

事件の状態
ナラーティ

ノfッタニー県 ヤラー県 ソンクラー県 総計
ワート県

爆破炎上事件 43 45 42 5 135 

爆発案件 59 7 26 1 93 

被答者(暴力事件)

警察官 34 59 20 4 117 

箪人 32 6 13 1 52 

ftI1の公務員・僧侶 58 49 20 5 132 

一般の市民 178 89 58 18 343 

状態(死亡/ケガ)人数 145/306 97/92 62/107 21/11 325/516 

総言十 404 255 179 34 872 

出所:マティチョン紙2005年4月16日より作成 Dr.Panitan Wattanayagorn (Faculty 

of PoliticalScience， Department of International Relations， Chulalongkorn 
University) r 456日間の南部についての統計， 1.170聞の暴力・放火・爆発J (peet 
sathiti faitai 465 wan khaa-phao-bum 1.170 khran) 

表 3 2005年 1月 1Bから 2005年 4月 14自の障に発生した事件の分類

事件状態
ナラーティ

バッタニ一線 ヤラー県 ソンクラー県 総計
ワート県

爆破炎上事件 45 4 32 81 

爆発事件 16 5 19 3 43 

被主著者(暴力事件)

警察官 12 4 8 24 

軍人 4 1 3 8 

他の公務員・僧侶 14 19 13 5 51 

一般の市民 33 23 26 4 86 

状態(死亡/ケガ)人数 46/145 28/31 27/174 6/77 107/427 

総計 124 56 101 12 293 

出所:表2に河じ

爆弾を用いたテロ事件と，特定の人間を狙った事件が 2004，2005年ともに

見られる。後者に関しては，明らかに警察官・軍人・公務員の被害者が顕著

であり，タイ政府が南タイを軍事的・行政的に統治する手先とみなされて狙

われたものである。一般市民はタイ民族，仏教徒を狙ったものが多く，その

中には僧侶が含まれている O タイの上座仏教にしろ，イスラム教にしろ，宗
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教者を殺害することは並の犯罪ではない。僧侶と寺院は徳を積む福田そのも

のであり，僧侶を殺害し，寺院に放火するということは普通のタイ人にとっ

て想像を絶する。地獄を一巡りしただけでは済まない大罪である O 南部謡県

にも相当数の寺院があり，仏教捷の崇敬を集めている。同じ村落にムスリム

と仏教徒が共存しているのが普通の状態であるから，ムスリムの村人が僧侶

に手をかけることなどありえない。南部で発生している暴力事件は，南タイ

の地域住民の常識をも超えているのであるO

さて，暴力事件の中身を概観したところで，事件の流れを地域住民，分離

主義運動とタイ政持の関部から，二つの持期に分けて説明してみたい。武装

勢力による暴力事件が自立った 2003年までの時期と，タイ致府が武装集団に

対して強攻築で臨み，容疑者や関係者の取り締まりを強化するなかで地域住

民の反発を招いたり，武装勢力の報復的攻撃を受けるようになったりした

2004年以障の時期である。

最初は，武装勢力による空港や市街地で発生した爆破テロ，タイ仏教徒の

一般市民を狙った殺人(射殺，刺殺，首切り等)，軍事施設・警察署等への襲

と武器略奪，学校等公共施設への放火が主要な暴力事件であった。 1990年

代にも公共施設の破壊や警察署への襲撃はあり，パタニ連合解放組織

CPatani United Liberation Organisation=PULO)の関与が推定された。

しかし，攻撃が激化したのは 2003年以降であり，これらが全て PULOの仕業

か，別の組織が関与しているのか定かではない。タイ政府をはじめASEAN

は，インドネシアやマレーシアに拠点を持つイスラム武装抗争組織であ

るジュマー・イスラミア (]Oやアチェ独立運動，フィリピンのミンダナオ

を拠点とするアブ・サヤフ，さらにはアル・カーイ夕、等の武装組織間ネット

ワークを警戒している。実際， 2003年にタイとカンボジアでJ1のメンバーと

される 6名が拘束されたし，2004年1月の軍基地襲撃による武器強奪にはJ1

の関与があったと政府関係者は考えている。しかし，暴力事件が極度に激化

したのは2004年のクルセー・モスク事件からである o これ以降，政府による

暴力的な鎮圧政策が暴力事件の第二の局面となる。
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1 -2 クルセー・モスク事件

2004年4月28日，ヤラ…，パッタニー，ソンクラーの三県において治安維

持にあたっていた軍と警察の武器保管基地 7笛所を武装集団が問時に襲撃し

たが，交戦の末に撃退された。式装集屈は 106名，軍と は5名の死者を

出した。その中に，パッタニー県のクルセー・モスクに人質を取り立てこもっ

た32名の武装集団も含まれる。政府軍はロケット砲を含む圧倒的な戦闘能力

により，わず、かばかりの銃とナイフで抵説した武装集屈を全員射殺した

(Bangkokpost， 29 Apr.， 2004)。武装集団とされたもの(モスクで射殺され

たもの)は近隣の村出身の 20-30代の若者逮であり，親族や村人によれば，

熱狂的で篤信のムスリムというよりはサッカーの試合出場を楽しみにするご

く普通の青年達であった。彼等のなかには事件の数ヶ月前から，農作業の後

に村の外から来たイスラム教の教師の説法会に参加するものもいたといわれ

るが，事件前日も普段通りの生活をしていた青年連に不審な点は見受けられ

なかったという(BangkokPost， 3 May， 2004)。遺された家族は悲嘆にくれ，

遺体を休浴させずにそのまま葬るものもみられた(BangkokPost， 5 May， 

2004)0これは異常死や殉教死を遂げたものへの埋葬法で、あり，青年達は強盗

をはたらいたのではないという遺族達の抵抗とも受け取られる。南タイのム

スリム達は，タイがイラクの治安維持活動に寧離を派遣し，アメリカと一緒

にイスラム世界を抑圧していることに反発している。式装勢力の活動の活発

化と投等を支持するムスリムがいることの背景に，タイの外交政策をあげる

見方等も海外のメディアで紹介された (WashingtonPost， 15 May， 2004)。

軍や警察関係者の話では，武装集団はムスリムの折りを唱えながら棺当の

興奮状態(麻薬患者のよう)で襲撃したということであり，]Iの特別訓練を

受けたとか(BangkokPost， 1 May， 2004)， 32名中7名はタイ人ではない

ムスリムだ、ったという談話が発表されている(BangkokPost， 5 May， 2004) 0 

事件後産ちにイスラム教指導者や人権捷護団体，学者の間で，政府軍による

強行突入は過剰な攻撃ではなかったのかと疑問が出され (BangkokPost， 5 

May，2004)，政府は調査委員会を設置した。陪委員会が事実として確認した

ことは， 1) 5名の煽動者がおり，彼等はクルセー・モスクにおいて計画実
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行の前日に 30名の追従者と祈祷をしたこと o 2)彼等は主主明けと共にそスク

を出発し，警備中の警官を襲ったが，警察と家の反撃に遭い，モスクに逃げ

帰ったこと， 3)午前6時から正午まで双方の攻撃と反撃が繰り返され，周

囲は最終的に 4千人近くのモスクを案じる住民に取り屈まれたこと， 4)正

午に国防軍部長官のパンロップ将軍が現場に到着し，攻撃の許可を副首相の

チャワリット将箪に電話で求めたが，武装集団の投降を待つよう指示があっ

たこと， ら)政府箪は交渉を一切拒否し投降を求めたが，武装集団が応じな

かったため，午後2時に総攻撃を加え，数分後に全員を射殺した。

同委員会は多数意見と少数意見を併記したまま，統一見解を示せなかった。

多数意見は，クノレセー・モスクのように市街地や村から離れた場所であれば

長期戦覚悟の説得交渉が可能であったし，投降者を調べることで事件の真相

も究明できた。現場の判断だけで突入したことは，このような緊急事態への

対応を準備していなかった箪と警察のミスである。兵器の差を考えれば，こ

れほどの強攻策は必要なかったというものであった。少数意見は，その時点

で、は兵器の差は分かつておらず，武装勢力の人数も抱擁できていないので、あ

るから，早期に事態を沈静化する作戦を実施したのは警察や箪として責務を

うしただけで何ら問題ない，後知恵の議論に意味はない，とするものであっ

た (Nation:Tak Bai and Krue Se Report， http://www.nationmultimedia. 

com/ specials/ takbai/ p2.htm) 0 

1 -3 タクパイ事件

クルセー・モスク事件の後，政府は武装組織による襲撃を警戒すると共に，

組織に関係していると見られるムスリムの地域住民を拘束して尋問する組織

つぶしに出た。国防省大臣が，武装組織に加入していたものでも投降すれば

悶王の恩赦が与えられる旨発表し (BangkokPost， 8 July， 2004)， 7月11

日までに 130入が自首してきた (BangkokPost， 11 July， 2004)。しかし，

警察や巡視の軍の監視活動に地域住民は反発を強め， 20例年10月25臼，ナ

ラーティワート県タクパイ警察署周辺で抗議デモが発生した。群衆による投

お活動等を眼止しようとして警察・軍が発殖し 6名が現場で死亡し(重傷
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を負った 1名は病院で死亡)， 1，370名の逮捕された群衆は軍のトラックでナ

ラーティワート県からパッタニー県カーユツト (ngkhayuth)軍基地に搬送さ

れたが，その途中で78人が窒息死した (BangkokPost， 26 Oct.， 2004)。翌

日から再び，死亡したものの家族や関係者，メディアによって過剰な鎮圧行

動，とりわけ逮捕者を搬送中に死亡させたことをめぐって真相究明を要求す

る声が上がった(BangkokPost， 27 Oct.， 2004)。現場で見ていたものの話

では，後ろ手に縛られた逮捕者はトラックの荷台に折り重ねるように穣み上

げられ，下部にいたものが皇室息死したということだ、った。兵士に許しを請う

ものが踏みつけられ r死にたければ殺してやってもいいんだ、ぞ」という声も

聞いたと報道された (WashingtonPost， 28，31 Oct.， 2004)。

イスラム指導者達はこの事件によってムスリム達の怒りと悲しみがかえっ

て深められ，分離主義運動の火に油を注ぐだけではないかと語り，案の定，

10丹28日に， PULOはこの報復としてバンコクを自爆テロによって真っ赤

にしてやるという声明を出した(BangkokPost， 28 Oct.， 2004)。

政府が設立した調査委員会が出した報告書の要旨は次の通りである。

1)タクパイ郡警察署に，村の自警団に所属したことで武器を貸与された

村人が武装集部に武器を渡した容疑で拘束され，尋問を受けていた。 2004年

10月25日，指導者に動員された地域住民が警察署に村人の引き渡しを求め

てきた。治安部隊はデモを解散させようとしたが，次々に参集した人々が後

ろから押されて震るに戻れない状態になった。拡声器を使って解散を命じる

治安部難や宗教的指導者の声，デモに参加した人々の声で騒然とした状態で

あった。午後3時 10分，デモ隊が警察署敷地になだれ込んできたので，第4

管広司令官の命令で治安部隊は威嚇射撃を水平に行ない(空へ向かつてでは

なく)，デモ離を逮捕していった。現場で死亡した 6名は銃弾を受けたことに

よる。

2 )護送部隊は二践に分かれ，ナラーティワート県の軍基地は手狭という

理由でパッタニ…燥の筆墓地に逮捕者を移送した。箪の記録では，タクパイ

発午後4時 15分，カーユツト着午後7持 30分となっている。第一隊トラッ

クの運転手(この車は 70人中 23人の死者を出した)は，午後5時発，午後
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10時着と調査委に答えた。第二隊で21人の死者を出したトラックの運転手

は，公式記録が午後7時発，午後10時着となっているが，実擦の時間もほぼ

陪じと答えている。逮捕者からの館き取りでは， トラックにより移送時間に

2時間から 5時間の開きがあることが分かつた。 -睦家所属のトラック

十数台中，上記の二台を除いて，到着後に数名ずつの死亡者を確認している O

3 )移送中に亡くなった者について，タクパイ警察署，ノーンチック警察

署，科学捜査研究所が行った検死結果は.33名が胸部圧迫による窒患死。 4

名が外傷と胸部圧追による窒息死。 10名が血液の異常による発病と外錫によ

る死亡。 31名が窒患死。入院患者の症状を病理学的知見から見ると， 10時間

以上にわたるデモ，逮捕，移送の過程で水分も取らずに疲労閤懲し，長時間

菌射日光を浴びたこともあり，横紋筋融解症が発症している者が見受けられ

た。移送中に亡くなった者はこれも原因ではないかという。

4 )独立委員会の知見として1.今回のデモは30名ほどの指導者に率い

られた住民デモであり，武器を携行していた者があり，逮捕される直前に川

に捨てた者がいること o 2.デモ隊の鎮圧行動は，警察や軍の規則に従った

適切なものである。 3.逮捕者の移送先に関しては問題なし移送方法に開

患があった。 4.死亡事故の責任は， に第五歩兵師団司令官のチャレー

ムチャイ・ウィロンベート少将にあり，彼がナラーティワートに来ていた首

相に謁見するため現場から午後7時半に離れたこと O 第ニに，第四管区副司

令官シンチャイ・ナタティト少将が移送後に死者が出た後も特段の対処も取

らず，移送方法にとんちゃくしなかったことがあげられた。 (Nation: Tak 

Bai and Krue Se Report， http://www.nationmultimedia.com/specials/ 

takbai/ pl.htm) 

独立委員会から責任を追及された 3名の担当者は任を解かれ，首相は

故J に対して遺族や負傷者に詫びた。タイ政府は亡くなった人には一人あた

り40万パーツの慰弔金，身体障害者になった人には 12万パーツを見舞金と

して渡したが，関係者の納得するところではなかった。遺族達は国防省，内

務省，国軍，国家警察局，ナラーティワート県の五機関に対して，総額8千

万パーツの集団訴訟を起こした(BangkokPost， 25 Oct.， 2005)。一家の稼
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ぎ手を失った遺族にとって， 100万パーツ(約300万円)は一時金としては大

金であるが，遺族の困窮を緩和する期間はそう長くはない。この訴訟の代理

人を務めるムスリムの弁護士は，政府を相手に勇気ある訴訟に踏み切ったと

いえる。2004年3月12日，武装集団として起訴されたものを弁護していた弁

護士が突然失隠する事件も起きている02005年10丹25臼のタクパイ事件か

らほぼ一年後に， 40名のデモ参加者がマレーシアから戻ったということも報

じられている(BangkokPost， 17 Oct.， 2005)。

クルセー・モスク事件，タクパイ事件は，タイ政府による武装勢力を許さ

ないという強硬姿勢を示すものであったが，高タイのムスリムはタイ政府に

対する不信の念そ深めたようにも見受けられる。タクシン首相は梗化した地

域開(高と中央)，民族(マレ一系とタイ系)，宗教(ムスリムと仏教徒)の

関係を改善しようと， 12丹58に軍に命じて一億羽の日本の折り鶴を南タイ

藷県の上空からまき，平和を訴えた。国王と王妃も折に触れて融和と対話の

メッセージを出されている O しかしながら，事態は改善の方向に向かってい

ない。

2 国際タイセミナーにおける南タイの問題

2 -1 全体の傾向

第9西国際タイセミナーは， 2005年4丹3-6自にノーザン・イリノイ大学

で開催された。シカゴから車で1時間のDeKalpという町にある間大学には，

1963年に設立された東南アジア研究センターがある (http://www.niu.edu/

cseas/)0タイ研究も盛んとみえる。

全発表者数はのべ196人。うち，タイ人101名，日本人8名であった。発

表の傾向として，基調報告に1)南タイ 4県のムスリム(運動家，一殻の人々)

と治安当局・政府の葛藤，事件に関わる政情，歴史，地誌，文化等の背景を

探る， 2) タクシン首相の政治問題があった。民主党のスリン元外相(自身

がムスリムで高タイの民族問題に関わる著作もある)によるランチ兼演説会

もあり，タイ研究者がタイの外でタイ政治を批判しあうという光景が見られ
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た。

一般報告の分野と発表数は次の還りである 0 1)甫タイ問題(40報告)， 2) 

タクシン政権(16)， 3)政治(11)， 4)経済(4)， 5)市民社会(6)， 6)国境/エス

ニシティ倒，)， 7)陸史・記J憶、・伝承(18)，8) ジェンダー(12)，9)観光(3)，10) 

・環境(7)， 11)保健医療(9)，12)上鹿仏教(13)，13)文学・映像仰， 14) 

言語(8)。発表のタイトル一覧は巻末に付表として掲載した(付表1)。

上記分野の設定は龍宜的な分類であるが，一応の傾向は読みとれよう。社

会的イベントの評価に関わる発表が約29%である。また，人類学・腔史学分

野，文学・言語学分野が堅調であるのに対して，社会政策，福祉・医療の分

野は必ず、しも多くはない。国際タイセミナーが必ずしもタイの諸学の動向を

示すものではないにしても，イベントに参加する研究者達の研究動向はうか

がえよう。今回の主要なテーマが南タイ問題にあるのは歴然である。

2-2 南タイ問題の分析鱒向

40本の報告内容は多岐にわたるが，簡単にまとめれば次の通りである。

1)民族・宗教間関係

これまでマレ一系ムスリムとタイ系仏教徒の間において，血で監を洗うよ

うな緊張関係は存症しなかった。この二年余りの暴力事件においても，ムス

リムの住民が仏教徒を集屈で襲う，或いはその逆のような事例はない。ムス

リムの武装集団がタイ簡を象徴する人々(軍人・警官，公務員，僧侶)や施

設(警察署，軍の基地，学校等)を襲うこと，及び公共の場(市場や空港等)

でのテロが主であった。タイ国内では，イスラム教によせ，上鹿仏教にせよ，

村落社会レベルの宗教実践は制度宗教と民俗宗教の混治的要素が強く，制度

宗教のセクト主義や原理主義的傾向は殆ど見られない。

南部4県は 3県が東瀧岸に面しており，マレー語を話すムスリムのタイ人

が主である。この一番北のソンクラ…県に隣接する西海岸のサトゥーン県に

は，南なまりのタイ語を話すムスリムのタイ人が多い。ここでムスリムと仏

教徒が共住する村落の宗教犠礼を調査した酉井によれば，興味深い文化の混
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渚が見られる。まず，ムスリムと仏教徒との通婚率は 1930年代から 20パー

セント前後で推移し，若者が学校や仕事で村外へ出て悲愛結婚をするように

なった近年はさらに増加している(西井， 2001: 181) 0 そして，ムスリムの

家でも男子は髪を剃り(僧f呂)，女子は白い衣服をまとい(女性で行をするも

のの装束)，寺読で一昼夜だけだが，出家する(西井， 2001: 127)。宗教を意

味するタイ語のサーサナーで表象される道徳観は，どちらもブン(功徳)

ノfープ(悪徳)の多寡によって現世利益や来世が決まるというものであり，

宗教儀礼のイスラム教，仏教というパサー(雷語や流儀)が異なるに過ぎな

いとされる(西弁， 2001: 87-90)。つまり，ムスリムと仏教徒は同じ村人と

して日常生活の付き合いを行い，宗教の棺違という差異を共同体の紐帯を壊

さない程度に使っている。サトゥーン県のムスリムの生活ぶりはかなり特殊

であり，ここ以外の南部3県は，むしろ，マレーシア文化圏といってよい。

しかし，仏教徒と共住し，タイ国民である限り，彼等のエスニシティを過度

に強調することはない。

ちなみに南部 4県の宗教人口を見ると，全ての県でムスリムが仏教徒の 2

倍から 4倍と圧倒的であるが，仏教やキリスト教，華人の信仰等もある。表

4を参照されたい。

表 4 2004 :q:.の南部4県におけるデータ

バッタニー県 ヤラー県 ナラーティワート累 サトゥーン祭

人口(人) 595，985 415，537 582.558 247，875 

男性 294，605 207，626 251，055 124，580 

女性 301，380 207，911 331，503 123，015 

宗教(人)

イスラム教 480.456 285，695 463，162 167，447 
仏教 114.488 128.398 118，198 78.821 

その1is l. 041 1，444 1，198 1，607 

出典:タイ統計局 (StatisticalOffice of Thailand)の統計より作成

このような共住地域において，近年，ムスリムの宗教生活に変化が見られ

始めている O
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2 )イスラム世界のグローパル化と教育・宗教

マレー系ムスリムの有力者逮は子弟の教育をエジプトや中東のイスラム教

育機関に委ねてきた。後に述べる分離主義運動の宗教的指導者ハジ・スロー

ン(HajiSulong)も， 12歳から 20年間メッカで学び，イスラム教はもちろ

ん，ニ十世紀初頭のアラブ・ナショナリズムの空気にも触れて故郷バッタニ

ってきたのである (Thanet，2004: 15) 0 

現在でも南部の教育システムは，タイの他の地域とは異なり，タイの義務

教育(従来は小学校6年，現在は中学まで)の後に，ポノと呼ばれる住み込

み型イスラムの宗教教育機関(教師と学生が寝起きを共にし，イスラム教を

学ぶ)か，スコラと呼ばれる通い型の私立イスラム教学校(普通科教育も行

う)に進学する道があるO 前者は卒業後，生業に就くかイスラム教指導者を

目指してイスラム諸国へ留学することもある。後者は，イスラム寵国の大学

へ進学でトきる O 昨今ではマレーシアの諸大学に進学するものが多い。要する

に，南タイにはムスリムのための独自の教育機関があり，彼等はタイの国民

盟家の枠に収まることなく，イスラム教の世界でムスリムとしてのアイデン

ティティを持つことができるのである(尾中， 2002: 105-142)。南部タイの

諸県ではマレーシアの衛星放送も受信でき，マレーシアの文化的影響力は強

い。こうした教育・放送システムに加えて，イスラム法の蔽格な解釈・適用

を復興させようとするワッハーブ派のような宗教運動がイスラム世界から入

り込み，南タイのムスリム違に影響を与えているのではないかという報告も

ある O

表 5 2004年 7月時点のポノの数

県 ポノ(数) 先生(人) 学生(人)

ヤラー県 53 53 2，744 

バッタニー祭 150 150 8，816 

ナラーティワ ト県 46 46 3，511 

総数 249 249 15.071 

出典 (MuslimThaiCybernet T巴am.www.muslimthai.com/) 
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3 )経済問題

第一次産業を主たる生計の手段にしてきたタイの農村・漁村では出稼ぎが

常態化し，その送金なしに生計の維持も子供の教育もできない。バンコクの

出稜ぎ者は大半が東北タイのラーオ系タイ人であり，タイ国内のどこにでも

働きに行ける柔軟性がある。南タイの工場団地にまで働きに来る O それに対

して地域の経済力が若干との南タイのマレ一系ムスリムは言語(タイ語が話

せないものもいる)とムスリムの日常生活(ハラール等)が障害になり，ム

スリムコミュニティがないところに出かけることができない。マレー系ムス

リムはマレーシアへ出額ぎに行くことが多い。しかし，タイではエスニック・

マイノリティ，マレーシアでは出捧ぎの外国人ということで，どちらにして

も彼等の告尊心は傷つけられる O

これからのタイ社会は知識基盤型社会になると高等教育関係者は予想して

いる(棲芥， 2005b) 0 南タイのイスラム教育のシステムは，伝統的なムスリ

ムコミュニティで生活するものと少数の宗教的指導者を養成する仕組みとし

てうまく機能していたのであるが，企業社会が要求する技能や学歴を護得し

てキャリアを得る新中間}曹に参入するには適していない。中東などイスラム

諸国への留学も実学という面では必ずしも最適な進学先とはいえない。

タイのタクシン政権は武装集団による抗争の背景に，貧困と教育の問題を

あげて南タイ地域の宥和にいっそうの開発を進めようと考えたが，中央から

の発想として南タイの貧困層への認識は間違っていない。但し，問題はそれ

だけではない。タイの一般的な常識として，軍人や公務員が南タイへの移動

を命じられることは在遷を意味する O 不遇をかこつ役人や，国境で高いをす

る地下組織が，本来地域住民に配分されてしかるべき経済的なパイを収奪し

てこなかったかどうか。政府の開発政策が中央の資本にとってのみ好都合の

ものとなっていなかったかどうか，検討の余地がある。後述するニティの農

民叛乱論もその点、を問題にしたものである O

4 )政治情勢

武装集問の活動が活発化した背景として 2つの理由が考えられる O一つは，
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アメリカの覇権主義によってイスラム共同体が侵犯されているとして聖戦を

挑むイスラム過激派グループが，東南アジアにもネットワークを拡大した可

能性が高いこと(橋， 2004) 0 もう一つは，アフガン戦争やイラク戦争によっ

てムスリムの多くの市民が犠牲になっていることが連日報道され，そのうえ，

タイがアメリカの同盟匿としてムスリムを攻撃する側に荷担しているため

に，タイ・ムスリムの関でタイ政府に不満を持つものが増えていることであ

る。過激派とはいえ，一般市民からの支持が全く得られない状況で攻撃を仕

掛けることは難しい。

タイ南部は圧倒的に民主党が強く，史上最大の政権与党であるタイ愛由党

も小選挙区でなかなか勝てない地域である (McCargo，2004: 13)。タイ国民

からその強力な経済運営と政治的パフォーマンスにより圧儲的な支持を得て

いる(伺時に，知識人からは取り巻き政治と許認可権を利用した露骨な蓄財

が批判される)タクシン首相と，南部出身の政治家達がどのような関係にあ

るのかも現在の南タイ情勢に関わってきているのであるが (Cr叶 ssant，

2005) ，資料不足のためこの点を記述することができない。

以上の論点はおおづかみなものであり，詳しくは付表2で南タイ問題に関

わる発表題目とその要旨一覧をご覧いただきたい。

3 南タイ問題から暴力を考える

3 -1 南タイ問題の歴史的起源

PULOはイスラムのパタニ(マレー諾式。タイ語ではパッタニー)王国復

興を理念として掲げているといわれるが，その現実味はともかく，なぜ， 19 

世紀末に消滅したスルタンによる統治国家が出てくるのか。 14世紀から 19

世紀にかけて港市国家として栄えたマレ一系イスラム国家のパタニ王国は，

タイのアユタヤー王朝の輯寅国であった。 1785年，現在のチャクリー王朝に

よってパタニは征服され，その後 1790年と 1838年に反乱を試みるが押さえ

込まれる (Wyatt，1984: 172-173)。ラーマ 5世によって実施された近代国民

国家創設の政策によって，朝貢国や属国，領主障は，国家が直接統治するそ
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ントン(州)とされ，それまで貫ぎ物を送り忠誠を誓うだけで領地を支配で

きたスルタン，貴族，領主の地位は，内務省から派遣された知事に取って代

わられた。各地で既得権益を守ろうとするものたちが反乱や千年王国的な叛

乱運動(かげで支援という意味で)を起こしたが，近代的な政府軍に鎮圧さ

れた(小泉， 1994: 195-197)。パタニでも 1882年にスルタン制は廃止され，

実質的にタイ国民国家の一部となる O バンコク朝に徴税した金を送らない，

赴任した役人に従わない等反抗したり，パタニの王族アブドウノレ・カディー

ルがイギリスに助けを求めたりしたが，タイ政府軍に捉えられ，ピサヌロー

クに送られた (Wyatt，1984: 213)。

近代化に成功したタイだが， 18日年にイギリスと締結した「友好通商条約」

(ボーリング条約)により領事裁判権と罰定化された関税をのませられ，この

不平等条約を撤廃するために様々な外交政策を西欧の植民地主義国家相手に

展開せざるを得ない立場にあった。ビルマから北タイをうかがうイギリスに

は1892年にシャン族とカレン族の諸王国， 1909年にはマレー半島の 4州を

割譲した。ベトナム，カンボジアを植民地にしたフランスには 1893年にメコ

ン川左岸地域， 1904年にチャンパーサック地域， 1907年にシェリムアップ地

域をそれぞれ割譲した。その結果として，タイは勢力圏で暖味に国境が認識

されていた時代から明確な地理的版図を確立するに至るわけであるが，タイ

及びタイの隣接国との国境上に往んでいた語民族は国家によって分断され，

様々な民族問題が発生することになった(赤木， 1991: 129--135) 0 

マレ一系イスラム国家はマレーシアとしてイギリスから 1963年に独立し

たが，マレ…系ムスリムはタイ南部諸県にそのまま鹿住している。東北タイ

のラーオ系民族は， 1953年に独立したラオスに民族のおよそ三分の一，タイ

園内の三分の二に分けられた。問地域ともに民族としての独立を求める分離

主義運動が発生したが，南部ではイスラム教，東北部では共産主義がエスニツ

クの問題に加えられることになった。東北部の分離主義運動が沈静化したの

は，タイ政府による共産主義の徹底した排韓政策と開発政策による懐柔のた

めに，東北タイの人々が戦乱と低開発の国ラオスから気持ちを遠ざけたから

ではないかと思われるO 世界各国の左翼政権が崩壊するか変質したことも，
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イデオロギー的な分離主義の魅力を奪った。もちろん，東北タイの人々は森

に逃げたり，村に溝伏したりしたタイ共産党の関係者に対してタイの警察や

筆が加えた苛烈な抑圧を記憶している。しかしながら，東北タイの農民はタ

イ全土に出稼ぎに出て生活閣を拡大してきたこともあり，民族的な政治経済

圏を設定することにもはや現実味を覚えないのではないか。それに対して，

南部の分離主義運動にはイスラム国家というモデルが存在するばかりか，イ

スラム世界自体が復興しており，ナショナリズム的エネルギーを供給するこ

とができる。

なお， PULOがパター をモデルとするのは，民族運動の歴史的経緯も

ある。ここでは，ハジ・スローンについてだけふれておこう。彼は将来を端

されて欧米に留学したタイの同世代の青年遠(ピブーン・ソンクラ…ムや

プリーディー・パノムヨン等)と同様に，植民地勢力に脅かされた未発展の

に危機感そ抱き，帰国後はそれぞれの立場でタイ社会の近代化を志向す

るようになる。陸軍士宮としてフランス砲兵学校に留学したピブーン・ソン

クラームと司法省法律学校出身でパリ大学に学んだプリーディー・パノムヨ

ンは，パリで人民党結成に参加し， 1932年の立憲革命を担った。ピブーンは

1938年から 44年まで英独仏，日本の植民地勢力と政権担当者として渡り合

い， 47年から 57年まで主主事政権を維持した。プリーディーは社会民主主義的

を構想し，ピブーン政権の下で蔵相を務めたり，自由タイ運動の地下活

動によって反日運動を展開したりして，日夕イ関盟を結んだタイが敗戦国側

とされることを防いだ。戦後はどブーンと政権を争うがクーデターに失敗し

た後，中国，プランスへ亡命し，客死した。ピブーンもまたクーデターで政

権を奪われた後，日本へ亡命し，客死するO ピブーンが檀民地勢力に対抗す

るナショナリズムを鼓舞するべく， 1939年からラッタニヨム(国家信条)を

公布して，チャクリー王朝下のタイの版図にある諸民族を近代的な「タイ人」

に仕立て上げ，タイ民族の大河田結を図ろうとしたことが，南部のマレ一系

ムスリム社会の反発を招いた(村嶋， 1996; Chidchanok， 2003: 269; Thanet， 

2004: 24)0 

パッタニーに帰国したハジはアニミズムと混請したイスラム教に驚き，純
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粋なイスラム社会を作ろうとした。イスラム学校を開設し，有為の青年を育

て，民衆の尊敬を集めるようになる O 人民党のプリーデ、イーもハジに接触を

求めるほどであった (Thanet，2004: 15-17) 0 南部選出の照会議員はサトゥー

ン県を除いて 4人中 3人が仏教徒であり，ムスリム違の声を政界に届けられ

ないという不満があった。立憲革命後，政府に対する不満を文書や広場で口

にすることが許されたような雰囲気ができたが，役人達はハジも含めて不満

分子の活動ありとバンコクに報告していた。その極端な例として，首相府官

房の公文書にハジの従者がハジにひざしをさしかけたことが王を模敬する不

敬行為として報告されていた (Thanet，2004: 22) 0 ムスリムの聞で最も問題

になったのが，ピプーンが 1944年に出したイスラムの家族法(結婚と離婚)

と相続法の廃止令である。この慣習法を尊重する例外規定は， 1902年にマ

レー系イスラムの地域に認められたものであった。 1943-47年までの間，タイ

の法廷にムスリム間の係争事件が一件も持ち込まれていないことから明らか

なように，ムスリム達はマレーシアの法廷に出かけていた。タイ政府は法の

国内における斉一性を求めたわけである (Thanet，2004: 26) 0 ハジは 1944

にパタニーマレー運動を館始し，ムスリムの生活様式を破壊するラッタニヨ

ムの同化政策を批判しはじめた。

同年，ピプーンが政権を離れ，クワン・アパイウォンが首棺になり， 1946 

年にプリーディーが昔栢になると，政府は南部ムスリム寄りに政策を転換し，

家族法と金曜日の祝日復活を認めた。担し， 1945年に成立されたイスラム支

援法に規定されたチュララージャモントリー(タイ国王の代表としてイス

ラームに対するタイ国王の擁護を実施する任務を有する。[石井，1975:427J) 

や，イスラム法判事が政府任命(非ムスリム)であることにハジは不満でトあっ

た。戦後の復興期にタイ南部産の米をマレーシアに流して運動資金にしてい

たマラヤ共産党等の活動に対して，宥和政策を進めようとするプリーディー

は諜査団を派遣したが 7つの要求を突きつけられた。1.南部4県を統べ

るイスラム指導者をムスリムに選出させること 2.税収は全て 4県の競入

とする 3.ポノを義務教育機関として支援する 4.南部4県の役人は 8

離をムスリムとする 5.政府はマレ一語を公用語として認める 6.ムス
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リムの慎習や儀礼を定めるイスラム議会を認める 7.イスラムの宗教法廷

を公認する (Thanet，2004: 33)。ハジも意見を聴取されたが，妥協しなかっ

た。 1947年にタムロン首相は 7項目の要求を内閣で、諮ったが I自治」を認め

ることはできないとされ，返事は引き延ばされた。

1946年，ラーマ8世の眉隠を銃弾が貫通した姿が発見された。責任を追及

されたプリーディーは退陣に追い込まれた。 1947年11月にどブーンがク

デターによって政権を奪取する。ハジ達は政府ーとの交渉に見込みがなくなっ

たとして， 1948年の総選挙に非協力で抵抗することを決めた。 1948年1月に

ハジ達運動家が逮捕される O 容疑は1.南部4県で王制の転覆を謀ろうと

したこと 2 国家の自立を姐害 3.国外勢力により暴動を起こしたこと

である。 2，3月にかけてムスリム達のハジ逮捕に対する反発が強まり，デモ

との衝突が頻発し，数百名の死者を出したといわれる (Thanet，2004: 

41) 0 4月26日，ムスリムの村人と警察が，ナラーティワート県ラゲー郡ドゥ

ソンヨーにおいて密突した。これがドゥソンヨ一事件(政府はドゥソンヨー

の反乱と呼ぶ)である。一説に，村人が先に警察署そ襲い， 30人の警察官が

死亡し，その後政府軍に 400名以上の蜂起した村人達が殺害されたといわれ

ている O しかし，後に述べるように，中国人の共産党がLlI賊のように村を襲

撃するので，村人達がそれに備えて待機していたところ，警察が蜂起と勘違

いし，攻撃を仕掛けてしまったことが衝突の原因だ、ったという説もある。致

府の報謹をJ怖れて 2，000-6，000人のムスリムがマレーシアに逃げ， 25万人

ものムスリムがマラヤ連邦に加わりたいと国連に嘆願書そ提出した。 4月初

日にピブーンはハジの保釈を認め，事態の収拾を留ろうとした。パタニ一地

裁は煽動罪によりハジに3年の憩役刑を宣告したが，検察側が控訴し，上告

審では4年8ヶ月に変更され，最高裁も追認した。 1952年に，ハジは釈放さ

れたが， 1954年8月に長男と数名の関係者と一緒に行方不明になった。ハジ

当時の警察局長ノfオ・シャノンによって殺害されたと信じられている O

パオが秘密裏にハジの逮捕を命じ，足に石をつけて海に沈めたという説，ハ

ジの遺体は飛行機からソンクラー湖に投下されたという説がある (T1羽田t，

2004:48)0 
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タマサート大学のタネットの考えによれば，ピブーンがプリーディーの巻

き返しを怖れ，彼の勢力基盤であった自由タイ運動の支援者逮がいる東北タ

イと南部ムスリムの地域を徹底して締め上げた。警察局長パオの苛烈な取り

締まりは，各地の政府転覆をねらう分離主義運動家に及んだわけである。結

局のところ，南タイ・ムスリムのナショナリズムは英領マラヤ連邦を画策し

たイギリスに見捨てられ，タイ関内の分離主義者による反乱，暴動として歴

史に名を留めることになった。

3 -2 r分離主義運動」の諸相

南タイのムスリムはピブーン後のサリット政権，その後のタノーム政権の

同化政策により難渋を強いられた。サリットはタイ社会の根幹となるタイ民

族，上肢仏教，タイ国家のトライアッドを作り上げた(楼井， 2005a : 23，31)。

その関係を図示したものが圏2である。

3つの円はそれぞれ国有の領域を持つが，ピブーンやサリットが構想した

タイ・ナショナリズムによれば 3つの円は重なってしかるべきであった。

タイ民族とタイ屈家が完全に重なれば一民族一国家になるわけであるが，

諜はタイ国に居住しないタイ民族が中国の雲南省他にいるし，移民や労働者

として他国で生活しているものもいる O また，タイ国i今にタイ民族でない民

族も少なくない。その最大の民族がマレー系ムスリムである。タイ民族とタ

イ毘家の結節部分がタイの王権である。絶対王制から立憲君主制に移行した

のは 1932年であるが，王権による国民統合の象徴的機能はサリット以鋒に強

化された。

タイ民族と上座仏教が重なっている部分がタイの民俗仏教である。制度宗

教，或いは膜想実践としての土産仏教は，地方や村落社会においては土地の

精霊祭拝や守護神信仰，或いはクワン信仰と習合している(棲井， 2005a : 54 

58)。タイ仏教以外のよ座仏教圏は広いし，世界のタイ族で上底仏教を文化と

しないものもある O タイ国家とタイ仏教の結節機関がタイ・サンガである。

タイ・サンガは， 1902年のサンガ統治法によって戒律の上位に法律がおかれ，

1962年のサンガ法でもサンカラート(僧団長)の任免権は政府にある O サン
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民族

国家 宗教

毘2 タイ社会の構図

ガの組織はタイ行政機構(内務省県郡一区村)そのものである。

3つの円が重なった部分こそ，タイの政治家，保守層が考える真性の「タ

イらしさJ，ラック・タイ(タイの根幹)である O マレー系ムスリムはタイ国

家に包摂されながらも，このタイ的特質をまったく保持していない，ないし

は保持しようとしないために，政府はもとより，タイ社会からタイではない

タイの地域として認識されてきたのである。ところが，この地域はマレーシ

アという国家に属したとたん，国家・民族・宗教が重なってくる。真性タイ

に等しい真性マレーができる O そして，南部に居住するタイ民族がマイノリ

ティとなり，国家にのみ躍するが，民族・宗教的価値を共有しない「二等国

民」に変わる O

分離主義運動は，マレー系ムスリムの政治・宗教的エリート よって始

められた。そのうちの主要なグループは以下の通りである (Chidchanok，

2003: 10-13)0 

1) Gabungam Melayu Patani Raya(GAMP AR) 

1948年3丹，ケランタン州コタパルにおいて，ハジの逮捕・拘留に抗議す
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るために設立されたが，ハジの死後，グループは分裂した。この団体の主張

は1.南部4県のイスラム国家としての自治， 2.イスラム法による統治，

3.マレー系ムスリムの社会的地位の向上である。

2) Barisan N ational Pembebasan Pattani(BNPP) 

パタニ解放戦線とも呼ばれる o GAMPARと設立趣旨は殆ど同じである

が，パタニ国の完全独立を武力で勝ち取ろうという急進派によって 1948年に

設立された。本部はケランタン州にある O この団体は民兵組織を持ち，南部

4県で青年連をリクルートして中東諸国に留学させた後に部隊に配属する O

指導者がパタニ国王家ゆかりのものであることから，ムスリムの保守派，イ

スラム指導者との関係が深いといわれる O

3) Barisan Revolusi N ational(BRN) 

パタニ共和国解放戦線とも呼ばれる。 1963年にポノの教師により設立さ

れ，左翼革命思想、をベースにするが，活動のピークは 1966-1972頃とされる。

4) Pertubuhan Perpaduan Pembebasan Pattani(PPPP) 

パタニ統一解放機構 (PULO)とも呼ばれる。 1971年に分離主義運動相互

の協力関係をつけるために設立された。タイ帝国主義からムスリムを解放し，

イスラム共和国の建設が目標であり，タイ政府に対するゲリラ戦をしかける。

以上が代表的な分離主義運動の組織であるが，近年の運動組織がどのよう

な政治的アピールをしているのか，付表3にまとめておいた。タイ政府の南

タイ政策によってムスリムの人権が踏みにじられているというパタニ毘学生

革命協会の認識は正しい。しかし，パタニ国建設というイスラム国家樹立に

過大な期待を寄せているように思える。これは他の分離主義運動にもいえる O

つまり，政治的な自己決定権を得られることは間違いないが，イスラム法や

イスラムの生活様式を国の基礎に据えるということは東南アジアにおいてそ

れほど簡単なことではない。アラブ諸国と事情はかなり異なる。
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例えば，マレーシアはマレー系を過度に優遇するブミプトラ政策を採用し，

イスラム教を公教育に取り入れてきたが，人口の三割を占める華人や一割弱

のインド系の人々(仏教・道教・ヒンドゥー教・キリスト教等)に対応する

べく，教育の根幹は世俗教育である。イスラム教育は公教育で実施されても

イスラム教徒に限定され，他の生徒は別室で道掠教育を教わる。高等教育機

関としてイスラム国際大学はあるが，一般の高等教育は世俗的なサイエンス

を教えていることはいうまでもない。また，宗教法(シャリ…ア)は

がムスリムに限定されればよいが，地宗教の人々が関わった場合，世俗法を

優先的に適用せざるをえない。イスラム教が国教でありながら，多民族国家

のゆえに実質的には世俗的国家として運営せざるをえない。しかしながら，

世界的なイスラム護輿の瀬流のなかで，イスラム教育の普及やイスラム国家

をめざす毘体が活発に活動しているという(杉本， 2002: 323-328)。

仮にパタニ閣を樹立したとしても，マレーシア向様，タイ人の仏教徒，

人系タイ人の宗教にも配慮が必要になるし，宗教教育が運動家や宗教国家の

瞳民を育成することに役立つとしても，知識基盤型社会で適用する人材を養

成するのに不向きである。これはイスラム教に限らず，どの歴史宗教に関し

でも同じことがいえよう。地内が指摘しているように，イスラム国家の特質

は政教一致ではなく，政教の重なり呉合に関して，政治の側が宗教を権力の

正統化にイデオロギーとして用いたり，宗教の側が現体制を批判するために

ユートピア的なイスラム共同体を提示する運動をなしてきたりした政治・宗

教の関係性にある(池内， 2004: 114-130)。マレ…シアのマハティール政権

は前者であったし，その政策が不撤臆であるとして民間イスラム教育団体を

形成する動きが後者であろう。

パタニ間建設を目指す運動がユートピア的であるのは，一つに国家建設後

の政教関係に関わる原理的問題をあまり考躍しているとは思えないことと，

もう一つはグローパル化した経済社会においてパタニ閣の対外的交渉力は殆

ど問題にならないことから判断される。その意味では，陪タイの現状分析と，

タイ国内におけるムスリムの人権と政治的公正をタイ政府に要求することだ

けにとどめた政治運動にしたほうが現実的で、ある。しかし，これまでの南タ
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イと中央政府との関係から，その実現可能性が様めて薄いと判断して分離主

義的政治運動に踏み切っているのであろう。いったん運動として成立してし

まえば，運動を維持するために，いやがおうでも「医家ニ宗教ェ社会」とい

うユートピアを旗印にしなければならないのかもしれない。それはタイ社会

の「国家=民族=宗教」というイデオロギ一政策と相同的である O どちらも，

三項の重なりから外れた部分を「他者」として「真性」の国民に仕立て上げ

る権威主義的体制となることに間違いない。

さて，ソンクラ一大学のチチャノックによれば，これらの分離主義運動は

2000年までに勢力を弱め，タイ閣の安全を脅かすような存在ではなくなっ

た。インターネットで運動のイデオロギーを流し，存在をアピールする程度

であったという。南タイで発生した散発的事件は彼等の関与の他に，様々な

利益集団関の抗争もあったとされる (Chidchanok，2003: 15) 0 

そうであるとしたら， 2004年， 2005年の暴力事件の連鎖はどのように説明

したらよいのであろうか。一つはエリート層と彼等にリクルートされた青年

遠の運動に，新たな人的・精神的リソースが導入され，運動が再活性化した

のではないかという見方があり，この代表的な議論としてニティの「小さき

民による千年玉医論的抵抗J がある O もう一つは，偶発的な要素で衝突が増

幅され，後戻りのきかない臨界点を越えてしまったのではないか。また

図的にその臨界点を越えるような状況が作られ，タイ政府とマレー系ムスリ

ムの対立の構造が強化されたのではないかというものである。これはチャイ

ワットの記憶の政治的利用という議論である。 I1震に説明していこう。

3-4 小さき民の叛乱

ニティはクノレセー・モスク事件も含めて，一連の暴力事件をイスラム原理

主義や分離主義運動とみなしてよいのかという潤いをたてる。報道によって

知られた襲撃犯の黒い装束や身につけた数珠，攻撃前の暁文や霊水儀礼，服

や文書に警かれたアラビア語の聖句からは，犯人がイスラムの知識人とも

スゥーブィー(イスラム神秘主義の行者)とも言い難く，ムスリムの若者と

いう域を出ない。数珠や呪文，儀礼は，民間信伺を伺わせる。そうすると，
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彼等の指導者l土地域のイスラム教の指導者とは言い難いのではないか。或い

は，タイ国外から関与してきたイスラム過激主義の組織という証拠も定かで

はない。 PULO，BRN等の分離主義組織は関与をにおわせるが，犯行声明を

出していない。そこでニティは個々の事件の黒幕を追うのではなしその背

景にある社会変動的な問題から地域住民がやむにやまれぬ状況で起こした社

会運動， 21世紀の農民叛乱と見ることができるのではないかという。

タイでは 1902年に東北地方で発生したピー・ブンの叛苦しが著名である。

ピー・プンとは，プー・ミー・フンが正式な言い方で有徳のものの意味であ

るが，悪霊の意味でピーを冠した倦称を政府が叛乱軍の頭自に与えて通例と

なった。 1901年頃，天変地異の後に正義の王が現れることを予言する貝葉の

うわさが広まった。プー・ミー・ブンを称するカリスマ的農民により精神的

に高揚した農民集留が軍隊のように組織化され，示威行為をなしたために，

政府軍により鎮圧されたという事件である o1902年だけでも 100名を超える

プー・ミー・ブンが逮捕されたという。タイの中央集権化が進展したこの時

期は，地方役人の権益が根こそぎ奪われたために，不満を持つ下級役人が

プ…・ミー・ブンになったという。そして，農民の無知につけ込み，家畜取

引で儲ける役人への不満や，収穫が殆どないにもかかわらず鍛税しようとす

る政府への不満も農民層で拡大した。ラーオ民族を差別するタイ族への反感

もあった。このような条件の下で，リタイ王が編纂した「三界経J に登場す

る転輪聖王が正法をなすという仏教説話的世界観から，世直しの構図が作成

されたのではないかという(石井， 1975: 300-325) 0 このような未来仏によ

る世直しのモチーフは，千年王国運動だけではなく，パーサワンのような新

宗教運動(霊媒師と広範な信奉者)にも見られ，タイ国家は共産主義と腐敗

した政府によって浸食されているという政治的メッセ…ジが軍関係者にも支

持基盤を広げたといわれる(Jackson，1988: 140-149)。政治社会的状況に不

満を持つ層がカリスマ的指導者を頭に政治的要求を行うのが千年王国運動で

ある。

では，南部のマレ…系ムスリムは，どのような社会的条件の下で農民叛乱

を起こしたと考えられるのか。スコットによれば，資本主義が浸透して商品
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市場と接合される以前の東南アジアにおける農業は，リスク回避，生存維持

型のモーラノレ・エコノミーであったという。日危弱な生態的条件下で年震をぎ

りぎりまかなえる程度の収量しかない水稲耕作では，収議を増加させる戦略

をとるよりも自分たちの生存を脅かすリスクをへッジする方がよほど重要で

ある O その戦略とは長年の経験で安全と分かっている経営や生活様式に変更

(近代化であっても)を迫るものに抵試し，弱いもの同士の連帯で危機を乗り

切るやり方である。農民叛乱とは，実質的な損得を計算するよりも，彼等の

瑳に適わない方法で彼等の生活に介入してくる外部の勢力に対して抵試する

諸形態なのだという (Scott，1976 1999) 0 

ニティは， I者部タイの農民や漁民がこの十数年ほどの間に経験してきた生

業の産業化(投げ網漁から巻き網漁法，エどの養殖，ゴム鴎の企業化)によ

る地域住民の貧罰化が，生業で生活してきた人達の強烈な危機意識となって，

タイ的近代化の手先と自される商鹿，学校の駿損，警察や軍離に対して示威

的暴力行為を繰り返しているのではないかと推撰する O そして i農民叛乱」

がつきつけた課題に「開発国家」が応えないままであれば，この暴力の連鎖

はやまないのではないかと考えるのである O 具体的には，チャートゥロン・

チャイセーン副首相の法による公正さの徹底こそ(付表 4)，高タイ問題を軟

着鐘させるのではないかと述べて璃を閉じている (Aeusrivongse，2005) 0 

地域住民のプロテストは，暴力事件容疑者の釈放を求めたタクパイ事件で

は明かであるが，襲撃事件の複数の犯人にどのような背後関係があるのか分

かっていない以上，農民の自に見える形で参加がある叛乱とは言えない。ニ

ティ自身も，利権争いに i農民叛乱」を利用しようという震がいる可能性も

考えており，その可能性が強いであろう。しかし，ここまで拡大した南タイ

におけるムスリムと政府の関係を考えた時に，叛乱とも呼びうる広範な支持

が複数のグループに寄せられていることは間違いない。そうであるなら，ど

の時点で，どのようなやり方で政治・宗教的エリート主導の分離主義運動か

ら地域住民を動員する社会運動に転換したのかを明らかにしなければならな

い。本稿はこの作業に堪えうる資料を持ち合わせていないので，麗史的記憶

の再構築による運動の再活性化という議論を紹介するだけにとどめたい。
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3-5 記糧の政治

2004年4月28日のク/レセー・モスク事件は少なからぬタイ人を驚かせた。

百名以上のムスリムによる軍基地の陪時襲撃とタイ政府軍による実行犯の磯

減作戦という事実に加えて， 1948年4月28日に発生したドゥソンヨーの反

乱との符合に， j者タイ開題の深刻化を予感したからに他ならない。ドゥソン

ヨーの反乱に関しては，既に述べたとおり，タイ側では村人の反乱と記述し，

マレーシア倒では村人の蜂起と記述している O かたや暴徒の制圧，かたや独

立運動の鰐圧である。しかしながら，警察官の死者が30名，マレー系ムスリ

ムが400-800名も死亡した抗争事件であったにもかかわらず，慰霊碑はおろ

か公的記録も少ないのはどうしたことかとチャイワットは問う。タイの遇1:7U

でいっても，恒国防衛の愛国的・英雄的死者に対してその威徳を讃える記念

碑がないのは考えられない。マレ一系ムスリムとしても，叛乱の汚名を着せ

られたとはいえ，イスラム共同体を守るために戦った英雄達の処遇としては

いささか冷たいのではないかということである。

チャイワットはドゥソンヨー事件の記念碑をナラティワート県で探し，

件が発生したラゲー郡ではなく，ナラティワート県都の警察署内敷地にコ

メートルの高さになる三段のスタンドの上に銃弾をかたどった記念物を発見

し，多くの警察官に尋ねたが要領を得なかったという。この記念物には名前

及び由来を書いたプレートがない。これもタイでは珍しい。ドゥソンヨ

件に関係していること，中に当時殉職した警察官の遺物が収められている可

能性を指摘したものはいたが河の記録も残っていない。ここからチャイワッ

トは，この弾丸レリーフの記念碑は語らない，沈黙の記念碑なのであるとい

うO しかし，語らないことで多くのことを語り出すのだともいう。

ドゥソンヨ一事件は，わず、かの歴史的資料や生存している村人，

関係者の証言を照合すると，当時，中層共産党かそれのシンパでトあるグルー

プが森を拠点とし，村落に食料をはじめ必要な物資の調達に来ることが頻発

していたらしい。村人が応じなければ強奪である。これに対抗するために村

人達が自警組織を作り，i皮等との一戦に備えて出に登り，聖油を身体に塗り

込めて敵の弾をはねのける呪術的儀礼を行っていた。この集まりを自撃した，
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或いは村人が武器を持って集まっているという話を聞き込んだ郡の警察が村

人に解散を命じたが，村人が応じなかったので，武力行使になり，村人が徹

麿抗戦したというのが実情らしい。 2日間にわたる戦争であったが，村人達

は最終的に政府軍により鎮圧された。生き残った村人はタイ政府の報復を怖

れてマレーシア側に逃げた。ピブーン政権は南部情勢の収拾のために情報を

収集したが，この事件が政治的なものでなかったことを議会で報告している O

要するに，タイ慨に 30人の犠牲者を出したこの戦いは，誤解に基づく無用の

戦いで、あり，亡くなった警察官は英雄として顕彰することができなかった。

しかしながら，沈黙を守る銃弾の記念碑はその形からニつのことを政府側

のイデオロギーとして諾っているという O 一つは，警察署の中に置かれてい

るということで，この事件は警察が掌握したのだということ O つまり，警察

備とその敵，タイ国と国家を危機に臨れる謀反・反乱者という構図が公定化

される。もう一つは，国家に敵対するものには銃弾によって制裁を下すとい

う意志を示している。つまり，村人との戦いで圧倒的な武器を用いて戦った

ことは正しかったという臆史認識の一宵定である。このような政府が作り上げ

た麗史的「事実」に対抗する「事実」を村人達は構築する力を持たなかった。

ところが，クルセー・モスク事件において，襲撃者ーたちは偶然か，意民的

か， ドゥソンヨ一事件と同じ日に行動を起こし，モスクにたてこもり全員死

亡した。この度も，戦士達は呪文や聖水を用いて戦いの準備をなしたが，警

察や軍の散ではなかった。彼等がモスクを戦いの場所に選んだのは，聖戦と

いう意義付けであったかもしれないが，結果的に， i皮等は遺族による埋葬や

販喪の儀礼によって，そして分離主義者達の声明の中で殉教者として扱われ

ることになった。ドゥソンヨ一事件の記憶も同時に呼び起こすことに成功し

た。 2003年以降に激しさを増した南タイの暴力事件が，マレ一系ムスリムに

よる抑圧的なタイ政府に対する聖戦であり，またしてもタイ政府が過鶏な制

を加えたという「事実」を歴史に書き加えたのであるにhaiwat，2005a: 1-

15)0南タイのムスリム達の集合的記憶が呼び起こされた。

タクシン政権はピブ…ン政権と幾つかの点で共通している。南部タイ問題

の解決方法に典型的であるが，方針に従わないものを単なる反対者から，敵
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対者，テロリストといった他者として表象し，演していくことで政治の正統

性を確保しようとする O つまり，愛国者，真の政治的リーダーになるために

は，敵を必要とする。ピブーンの時代では，国家アイデンティティ形成に参

画しない他者としての高タイであり，現代でも，先進国への仲間入りを自指

そうとするタイのアキレス鍵となる南タイである。多文化主義政策に基づく

マイノ1)ティの市民権擁護に敏感になっている欧米のタイ・ウォッチャーは，

南タイ問題を抱えるタイにとって閉口する言説をメディアにまき散らす。ま

た，マレーシアをはじめ，インドネシア，或いはタイのエネルギー政策とも

関係するアラブ諸国と友好関係を維持するには， j者タイ問題を軟着陸させる

ことが何よりも重要である。容易に進展しない情勢にいらだち，強権を発動

する，力で押さえ込もうとする「権威主義e"JJ 国家のありょうは二つの時代

に共通している O そして，このような性格を持つ政権が民主的に作られ，維

持されていることが，ピブーンの時代と異なる点であり，チャイワットにとっ

て気がかりな点であるにhaiwat，2004: 9-13) 0 

経済成長を約束する政権，社会的異物を取り捺いてくれる政権への期待は，

・メディアの自由や人権・社会的公正に配慶する政権への期待よりも大

きいように見受けられる O これは必要以上に，テロリズムの恐箭，テロリス

トへの監視・抑止が政策として語られすぎた結果であろうが，市場の問題解

決機能を信奉する新自由主義を採用する国家に共通する社会意識ともいえ

るO 最も民主的な国家が，他者に対して最も攻撃的になることがありうる O

アメリカしかり O タイ警察は麻薬撲滅キャンペーンの実効化のために， 2003 

年だけで2，637人の麻薬密売人と自される人物を射殺し，数千人を軍基地内

のリハビリキャンプに収容したといわれる (Phongpaichitand Baker， 2004: 

162)0 

チャイワットが提示する暴力に関わる問題解決の方法は二つある O一つは，

複雑な問題を単純な「真理J におさめず r正しいこと」と たことJ と

いうニ元論にも還元せず，冷静に分析すること。もう一つは，アイデンティ

ティ・ポリティックスに距離を置くことであるにhaiwat，2003; 2005b) 0 前

者については，本稿が南タイにおける暴力の背景を様々な観点から分析して
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きた。後者は， ような第三者ではなく，問題の渦中にある当事者が今

後詰めていくことである O

4 むすびとして

多文化主義社会の形成を目指そうとするのであれば，差異のポリティック

スの畏，権威主義の畏にはまってはいけない。これはタイをはじめ東南アジ

アの諸国が独立を達成して以来取り組んできたけれども，十分な達成がなさ

れていない課題である。

今回は， 2004-5年における南タイの暴力事件とタイ政府の対応を事例と

してこの問題を考察してきたが，マレ一系ムスリム及びタイ政持，国家調停

委員会(National Reconciliation Commission) ，タイの市民団体がどのよう

に問題解決に向けてイニシアチブ、を取っているのかをフォローするまでには

至っていなし為。数年間，事態の推移を投視する必要がある。

現時点において，新聞で南タイの事件を読むたびに事態は悪化しているよ

うに思われる O しかし，タイ社会は， 1992年の民主化， 1997年の新憲法公布

と着実に市民社会形成に向かい， 2000年に入ってアジア危機から脱して経済

成長し続けている。権威主義的な体棋がある一方で，政府相手に損害賠償の

請求を問題の当事者が起こせる風通しの良さも出てきている。タイの良識あ

る人々が披等へのモラル・サポートを継続してくれるだろうと思う O

筆者はこの数年，東北タイ地域社会をフィールドに市民社会形成の開題を

考察してきたが，南タイ問題については十分な自配りができていなかった。

拙著『東北タイの地域開発と文化再編』出版後，急ぎこの問題に関わる資料

を集め，暫定的ではあるが，南タイ問題を概観してみた。この解決がタイ市

民社会形成の問題そのものであることを告覚しているが，東北タイ地域の調

査研究とは異なり，現時点では文献レベルの研究しかできない状況である。

現地調査はリスクが高いため，当分はこのやり方しかないが，引き続き研究

を継続していこうと考えている。
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付記 本語執筆にあたっては，資料収集において北海道大学大学院文学研究

科博士課程のスチャリクル・ジュタティップさんに協力頂いたことを記し，

感謝申し上げたい。
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付表 1 第 9@国際タイセミナー・プログラム 2005，4，3-6 

ノーザン・イリノイ大学

1 基調報告

Chaiwat Santha-anand 

アジア財団討論会

Surin Pitsuwan 

Virada Somsawasdi 

Pasuk Phongpaichit 

アジア財団討論会

Kanokwan Tharawan 

2 衛タイ問題

銃持の碑の沈黙:暴力と「真実」の取り扱い Duson Nyor-1948 

年と Kru-ze2004年

南部の危機

タイの国際関係

タクシン時代における法のカと女性の存在

タクシン:大きな視点に立ち

1997年憲法後の政治

タイ00家政策におけるジェンダー

タイ国最南部における危機と葛藤

Duncan McCargo 鴎タイの危機を園内政治から理解する

Ukrist Pathmanand タクシンのアキレス鍵:務部情勢はなぜ懇化したか

1九TattanaSugunnasil 南タイの政治文化と暴力

May Tan-Mullins 南タイの暴力における神話と現笑

Srisompob Jitpiromsri，菊タイの苦境:構造的説明或いはイテ、オロギー的説明

Panyasak 

Sophondwasu 

Joern Dosch 南タイにおける抗争の過程と平ー和への道筋:比較論的視点

南部の暴力

Robert B. Albritton 南部の葛藤を解釈する

Sirirat Tan巴erananon 寄タイにおけるムスリムの貧困:ノfッタニー県の事例

Cholthira 仏教の危機，微笑みの00，危機における暴力的国家
Satyawadhna 

Alisa Hasamoh 南タイの暴力:バンコクと南タイにおける若考遠の差異

Chaiwat Satha-anand タイにおける人権と仏教徒 イスラム教徒との関係

Saroja Dorairajoo Chaiwatと南タイムスリム社会における暴力の研究:批判的

説明

Alexander Horstmann タイにおけるすablighiJamaat 

Karel Kersten 仏教徒 ムスリムの関係における非暴力を自指して

J ohn Funston 最南械の困難:外務との関係の重姿伎

Omar Farouk Bajunid 南タイにおける政治的暴力の検討

むthaiDulyakasem 陶タイにおける近年の難題をふり返って

Raymond Scupin 南タイにおける倫理と研究の接合:可能か?
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ラウンド・テーブル 南タイのムスリムを理解する:過去，現夜，そして未来

前線を旅する:宿タイの手士会背景を通してみた移動役，歴史性，アイデンティティの創造

Kazue Takamura Orang Cina，と Luukchinの関で生活する:タイーマレーシア

国境の東海外に生活する繁人

Alexander Horstmann タイ王間におけるムスリムの守護神:ナコンシータマラート県

Klai郡における ThuatKrai，宇宙観とイスラーム

Muhammad Arafat bin 死人が語れるか?暴力を背祭に忘却させる政治

Mohamad 

Irving C J ohnson セメントの神々の下で:マレーシア村落における移動性と記念

五専の政治

J ason L Conerly N ooraa: Long Khru l'主主干し

南部における分離と統合の要因

Annette Hamilton 報道'南部と箆家

Jason Johnson イスラム寄宿学校とマレ一一一イスラムナショナリズム

Sidek Baba 菊タイムスリム社会における人材開発に震獄するマレーシア大

学:マレーシア国際イスラム大学の事例

Linda Tru日 マイノリティの調整:南タイの研究

。aungyewaUtarasint '7イノリティのエリート遼はどのような差異を作り出せるか:
南タイ 3県の暴力と Wadah集団の事例

Maren Schoenfeld巴r Takbaiの国境地帯における文化交流

南部:際史と史料編集

Hung-Guk Cho アユタヤ時代におけるタイ マレー問の争い

Than巴tAphornsuvan 南タイにおけるマレ}ムスリムの分離主義の起源

John Grima イスラムのタイ史料からえた 3つのテキスト

Sul日日manW ongsuphap プーケットの Bala主義人ビジネスの社会的ネットワーク構築

南タイの危機の文化・経済的側面

Steffen Ruholl 

W orawit Baru 

Claudia Merli 

Ronald Provench巴r

Michiko Tsun巴da

Amporn Marddent 

i菊タイにおける危機のコミュニケーション:人類学的視点

Jawiとは何か?意味，燈史，視点、，未来

学校ではタイ語を学び，仕事ではムスリム:2つの小学校テク

ストの比較

Rusembilan 再訪:ノfッターニ一際マレーコミュニティにお

ける個人主義，資本主義，内的植民地化

南タイ国境のコミュニティにおけるタイーマレームスリムの

ジェンダーと越境

葛藤状態にある女性
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3 タクシン数権

タクシンの政治:レトリックか真実か?

Worawut M巴巴 国家主導型の福祉政策:健康保険と年金改事

Smuthkalin 

Eric J. Haanstad 

Eric Kuhonta 

Alex Mutebi 

降参するか死を選ぶか:タクシンの麻薬撲滅キャンペーンにお

ける統秘と秩序

タクシン政権下の貧しい大衆向け政治:レトリックか真実か?

Nisada Wedchayanon CEOスタイルの統治者像の渓関

Katewadee タクシンは真に強い指導者か?:絶対権力という見せかけのな

Kulabkaew かで分裂するエリートと大衆の挑戦

May Tan Mullins 

Daniel Unger タクシンが気に入らないというのであれば，一一

9.11後の地正文学的分析

Peter F. Bell 

Jim Glassman 

Kevin Hewison 

Paul Chambers 

Alex Mutebi 

タイと新帝00主義
9.11の犠牲になった東南アジア 3カ国:フィリピン，インドネ

シア，タイにおけるテロへの戦い

ポピュリズム/権威主義:タイ愛国党の統治

Suwannaphumをつなぐ:タクシン時代の東南アジアに対す

る外交政策

タクシンの経済協力戦術と地域的影響力拡大の試み

タクシン符代における政党と選挙

Allen Hicken 制度改革:タクシンと金権政治

Hugh Pei.Hsiu Chen タイ愛国党と新政治:3月の殺りになる政党?

Punchada 政治要綱と政党問の争ぃ:2005年総選挙

Sirivunnabood 

Allen Hicken 

James Ockey 

4 政治

憲法改正，調整，政党数

タイ愛国党と選挙:政策政党へ

政治過程における社会化と参加

Puntip Sirivunnabood 成人の民主的行動と政治的資任の関係

Ake Tangsupv呂ttana 2005年タイ総選挙:権威的ポピュリズム或いは参加型民主主

Aaron Stern 

Napisa Waitoolkait 

Michiko Shida 

Pasuk Phongpaichit 

義の政治

1979-2002聞の政治参加，議会，立法過程

タイの投票行動:候補者中心対政党中心の投禁

小選挙区と比例区システムの結果:タイと日本の比較

2005年タイ総選挙の意味と展望
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タイの社会運動と政治に療速する諸荷題

Giles Ji Ungpakorn グローパノレな抵抗運動の時代におけるタイの社会運動

Kanokrat タクシン時代の社会運動における NGOの盛衰

Letchoosakul 

Pitch Pongsawat タイにおけるショートメッセージの政治:直接民主総の次の段

階?

Kengkij Kitirianglarp タイ愛自主党の独裁?民衆運動の強さを考える

Numnual Yapparat ジェンダーの主題化と文部行政

5 経済

民間セクターの綬済

Suda Suwannapirom， タイ製造業の輸出戦略

Vichit U-on 

NarumoI Nirathron ノfンコクの康台:グローパル化時代の展開と多様性

Eunsook Jung 批准しない政治:労働政策

Jane M. Ferguson 環境汚染:北タイの中間層住宅保有者における人気のあるメ

ディア，都市の知恵

5 市民社会

タイにおける市民社会の特徴

Sn巴aThinsan， Poom タイ政治の変動:篭子時代における中間層の出現

MooIsilapa 

ChaIisa Magpanthong タイ放送界に対する政策と自由化への批判的視点、

Chandr仕nuj タイにおける地域共同組合，脱中心化，地域行政

Mahakanjana 

Lotte Isager 市民社会:都市の概念による地方の表象

Noriyuki Suzuki， Keer- 東北タイにおける村務の市民社会(prachakhom)をどのように

atiporn Sritanyarat 市民社会 (prachasangkhom)にするか

Sakurai Y oshihide 東北タイにおける社会活動的仏教

7 罰壌とエスニシティ

閏境の浸透性:移民，難民，タイの存続と包境を越えた移民のジェンダー化された経験

Pinkaew Laungramsri 国家の再想像:タイとミャンマーにおける女性の人権とシャン

の女性の国境を越えた移動

Pattana Kitiarsa 越境者のナラティブ:シンガポールア層社会を形成するタイ移

民労働者

Rata悶 女性と国際移動:東北タイ農村における外ffil人花嫁の芦
TosakuI-Boonmathya 

Prapairat Mix 豊かさの影で夢を見る

Panitee Suksomboon 私の家はここと向こうに:オランダにおけるタイ移民女性
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綬妹なタイーミャンマ-G国境
Catherine Raymond ミャンマーにおける Zinmeの伝統:ミャンマー側の九塗へ献

じられる儀礼の起源

Juajan Wongpolganan タイ ミャンマー国境に居住する先住民への政策:タイ最商

端Sangkhlaburi郡におけるモン族保護地区の事例

Peter Kunstadter， タイ ミャンマー国壌における市民，移民，保健医療

Chalee Juntakanbandit 

Vasu Srivarathonbul ミャンマーからの不法移民:タイ側の視点、

メコン流域閣におけるエスニシティの変化

Shih-chung Hsieh 寺院は必要か?ルー族の柔軟な仏教

Alyson Brody 取引するエスニシティ:タイ イサーン的自己，タイーーイ

サーンの地域性

Suchada Thaweesit 抵抗と暴力:東北タイにおける隣拓農村の白常生活

J oseph Rickson コミュニティ再考:北タイのリス族の変化する状況

他者性の再定義

Kwanchewan 少数民族研究所の解体:山地民はタイ人になったのか?

Buadaeng 

Patricia Symonds タイにおける別の他者数:タイ市場におけるそン

Yoko Hayami あの人達は誰?我々はカレンか?

Liulan Wang 北タイの雲南省系ムスリムのマージナル化とアイデンティティ

の表現

Ronald D. Renard 他者の創造:現代のタイを定義する

Nicola Tannenbaum タイであるけどタイではない:タイにおけるシャン

Yuji Baba 北タイナーン県における高齢者への価値付けの変容:老人から

高鈴者へ

自律的・越境的アイデンティティの今昔

Ranjit Konwar， Sik- インドにおけるタイ族Ahom:宗教生活

hamoni gohain Boruah 

Warren Mayes 普通ではない都市性:ラオス社会主義後の青年エリート遠の形

成

Nareerat チー川流域における華人と都市の発展

Parisuthi wai thi porn 

Kesarin Phanarangsan 現代タイの華人と中国一 タイ経済関係に果たす役割

Jennifer Weidman 絡に働く?タイの会社における多文化主義的環境

タイ・ベトナムのイメージと棺互作用

Chiranan Prasertkul 断頭術とさらし主主:1880-1930年のシャムとプランス領インド

シナにおける文明化と西欧化のための留家的暴力
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Larry Ashmun 

Richard A. Ruth 

8 歴史・記憶・伝承
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ホー・チー・ミンとタイに居住するベトナム人:ナコンパノム

の昨今

敵が愛してくれた:1967-1972年の第二次インドシナ戦争時に

おける南ベトナムのタイーベトナム関係と戦争の記憶

過去の領有と速い時間:タイにおけるアイデンティティ政治の変化

Alexandra Denes タイ王子のアンコールへの旅:混成された過去への遭遇

Michael Herzfeld 領有するものの領有:Pom Mahakanの権力ゲームにおける

政治と態穀さ

Tamara Loos 

Worrasit 

TantinipankuI 

Peter Vail 

歴史と記憶

領有の中に:南部のマレー・ムスリムにおけるシャムの反槌民

地夜間主義

仏教建築における征淑としての領有

留の神話，歴史の言寄り， li質への素早い蹴り:ムエタイとタイの
男性性の称揚

Constance M. Wilson モンクット王(1851-1868) と近代タイ閤家の形成

Giles Ji Ungpakorn 近代タイにおける王制:鋭られた伝統或いは古代の制度?

Chris Baker 1976年後の歴史:Nidhi Eos巴ewongのPenand SaiIの受容に

ついて

Sudarat Musikawong タイ映闘における 1970年代の記憶を仲介する

アイデンティティ，歴史，経済，場

Jiraporn 20役紀前半のタイ北部低地の地域史

Stapanawatana 

Kriangsak 

Chetpatanavanich 

チェンマイ農村地域における近代の社会史

Jaruwan Thammawat チー]I!流域に居住する東北タイの人々の自足的生活方法

Sommai Chinnak 自然資源保持に関わるアイデンティティ形成とその再生産に巣

たす地域コミュニテイネットワークの役者~ :ムン]I!流域の事例

Jirapa Worasiangsuk 都市計画とその実施に対する社会学者の役割:バンコク!B市

街， Thachnang-Thaprachan計画を事例に

タイで作られたもの/作り直されたもの:工芸品の流通，身体と知識

Abigael Pesse 知識所有者間の情報における贈与と返礼:カレン族の自然に俊

しい伝統というリメイク

Stephane Rennesson 東北タイの回んぽからバンコクへ:拳闘する身体の流れ，存亡

の危機に立たされたムエタイと密家

222 



Annabel Vallard 

i者タイにおける暴力の問題

悶家のアイデンティティを紡ぐ伝統的織物:タイとラオスの織

物

タイ:植民地されなかったもの

ラウンド・テーブル

9 ジェンダー

タイにおけるジエンダー・イデオロギー支配に抗して

Kritaya Archavanikul タイ女性運動における性の政治

Dhammananda 女性に対する構造的暴力:タイの仏教

Bhikkhuni 

Ara Wilson 

Chulane巴Thianthai

Amporn Marddent 

タイの親密留におけるジエンダーの経済

変動社会で育つ:タイ若者世代におけるジエン夕、一，身体観の

変化

タイムスリムの若者におけるジエン夕、一，セクシャリティ，鍵

渓

500台ものトリック:行動主義，政治，そしてタイの女性
Le日rayM. Costa 定められた農村女性の行動主義:笈奥，言説と反対

Mary Beth Mills 女性と労働の行動主義:闘争，カと楽しみ

すhamoraFishel 笑践と政治化:地方の女性グループと地域政治

競合するジェンダー役割とアイデンティティの再編

Megan Sinnott ジエン夕、ーのゲットーと性的マイノリティ:トムとディーを通

して考えるジェンダーとセクシャリティの社会的分析

Katherine Bowie 影に立つ:::Itタイの農村政治における女性の役割と妻方居住制
Sabrina Gyorvary， 女性の人権論を擁護するもの

Romyen Kosaikanont 

Sinith Sittirak 自分の庭でフェミニズムをやる:タイからの事例

10 観光

観光

Ploysri Porananond 近代の水:チェンマイ，ソンクラーン祭りにおける観光の変容

と持続

Alden Wi1fr巴doQ 見えないタイ:チェンマイとプーケットの観光

Lauzon 

Fonvunjuntr Srijuntr タイの援史的都市における特徴の変化

11 生態学・環境

パッタニー湾の生態学

Supat Khongpuang ノfッタニー湾の漁業資源
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Wanchamai Karntanut ノfッタニー湾の居住環境の多様性

Akom Sowana ノfッタニー湾の水環境

Akom Sowana ノfッタニー湾の堆積物

Srisompob Jitpiromsri ノfッタニー湾開発計磁による社会経済変化，機造的変化の帰結

自然資源

Pras日rt

Trakansuphakon 

Philip Hirsch 

12 保鍵医療
伝統と健康

生態環境運営において競合する誇り:北タイにおけるカレン保

護運動の実践

タイにおける政治と水

Supaporn Nakbunlung， 歯でささやく:北西タイ， Pang Ma Pha Cave 地域における

Sukhontha 木造船で生活する人々の栄養状態

Wathanaware巴kool

Suntharee 

T. Chaisumritchoke 

Junko Iida 

Jiradej Manosroi， 

Aranya Manosroi 

Arattha Rangpu巴ng

保健/エイズ

Senjo Nakai 

Rui Deng 

Suchada Thaweesit 

Marjorie Muecke 

13 上座仏教

タイにおける麻薬の使用と健康保持のための仏教的規律の形成

タイ伝統医療の再生と地域の笑践:北タイにおける古式按摩促

進運動への村人の反応

ランナー持代の薬主主義を翻訳して現代薬学に資し，ランナーの

文化と歴史を理解する

子育てにおける身体，言説，権力

エイズ未亡人の生活:北タイにおける HIV/AIDSのスティグ

マと対応

雲南省タイ族コミュニティにおいて HIV/AIDSと共に生きる

人々

HIV/AIDS政策とその笑践におけるコミュニティの概念

家族政策から HIV/AIDSへ，そして医療観光:ジェン夕、一化

する身体と開発政策

タイ仏教の変遷とリアリティの変容:競合する形式，意味，実践

Julian Kusa 惑い子だね，何をするんだ? 連中が来たらどうする?監督僧

(Tamruat Phral 規律を強要する機関に変化したサンガ

Michael K. Jerryson 裂なる憤怒と聖なる義務

Kulavir P. Pipat タイ仏教経典に見られるセクシャリティ

Amara Prasithrathsint タイ諸における尼僧の出現とタイ人の認識の変貌
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現代における仏教

Dhanapon Somwang 近代化したタイネ士会を元に戻すためアメリカを見る:ノfユトー

師の祝点

Julia Cassaniti 北タイにおげる無常の仏教的概念と心理的帰属の心理‘学

Chalong 地方の仏教護者という地域活性化:第二次世界大戦後のタイ社

Soontravanich 会における犯罪・暴力とお守り

地域化されるタイ:タイと上1't仏教研究 Don昌ldK. Swearerに捧げる

Anne M. B1ackburn 効力を試し，時間をうっす:ランナーとスコータイを東南アジ

Sommai Premchit 

Justin McDaniel 

Thanissaro Bhikkhu 

Thomas Borchert 

14 文学・映像

アと比べて

ランナー王留の出現

北タイはいつラオスになったか:仏教研究における越境

高貴なものの伝統:タイ仏教運動を全仏教的被点からみる

国境なきサンガ:シプソンパンナーにおけるタイ僧とタイにお

けるタイ・ルー (Dai.lue)僧

文化を読む:芸術の鋭迭と破壊

Thanapol Limapichart 文芸と芸術を創る (1910-50)年代のシャム/タイにおける

知識の政治と詩学

Piriya Krairiksh 仏教芸術研究の方法

Netnapit Tasakorn タイにおけるコミュニケーションの歴史:口述と記述

Parichat タイにおける演劇批評の発展:研究論

Jungwiwattanaporn 

Susan F. Kepner 棄てられたパラダイム，可能性の発明:Prabda Y oonのフィク

ション

タイ古典文学と模倣

Saiwaroon Noinimit Atthakhatha Jataka : :タイ文学と社会の関係

Ruenruthai Sujjapun 現代の児童文学におりるタイ古典の継承

Pram Sounsamut Janapriyaanantakal: Aphai Mani Sagaを適用することで感

動する聴衆

N atchanan Yaowapat スコータイ碑文とラーマ4世の文書の共通要素安比較する

文芸と民俗に見られる伝統的ヒーローと伝統的ではないヒーロー/ヒロインのあり方

Elena Afanasieva タイの文芸と民俗におけるピーとクワン

J aruwan Thammawat 孤児物語:東南アジア中部地域における機会を与えられなかっ

た人々の生活と民族穏係

Thaneerat Jatuthasri Unakan:タイのヒーローとヒロインのイメージを接合する

τrisilpa Boonkhachorn Sriburaphaの天使:Sriburaphaの小説における女性イメージ

の変遷
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Cholada Ruengruglikit Kaeo Na Ma物語における仮蘭をつけた馬の重要性

タイ新映闘における悶家とジエンダー

Sopawan Boonnimitra 閉じて隠いて:Apichartpong Weerasethakulの狭商

Adam Knee Suriyothaiの国際的仕立て直し

映画と理主像人類学

Vivian Price 

]onathan Rovertson 

Wasan Panyagaew 

クンチャーン・クンペーン

Chris Baker 

無題.，翠み，嘘，夢

Sarawut Chutiwongpeti 

16 言語

国境を越えて売買される女'1笠

DVDショー:Lung Puanが作ったおkun

移動する産婆:シプソンパンナーにおけるバンドツアー

タイ認の変化:新語とマスメディア

Yuphaphann 電子空間のタイ語:新時代

日oonchamlong

Chiraporn 

Patrapanupat 

Dusadee Kongsombut 

Sirach Lapyai 

タイ認の?費用勾における生きた用法

東北タイ喜劇における言語と内容分析

新しいコミュニケーションの場としての落審き:タイの大学を

事例に

名前には何が隠されているか:歴史言語学

Maneepin タイ諾と Zhuangで名付けられた場所

Phromsuthirak 

Daoruang Wittayarat 言語学的証拠，歴史学的結論:タイ半島i誌におけるクメール，

モン起源の地名

Maria Kekki エスニシティと初期タイの歴史

Somchai 湾命名:タイ社会における復活

Sumniengngam 
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付表2 南タイ問題

主主約は大会要EZ集及び予稿集からまとめたものであり，未提出は要約を省略する。

タイ協議南部における危機と葛藤

表題 姿 約

Duncan 南タイの危機を国内

McCargo 政治から理解する

タクシンは南タイ問題の歴史を理解せず，民族・宗教陪

対立を和らげるよりも，タカ派的な政治姿勢を鮮明にす

ることで事態の打開をはかっている。タクシン政権は

Ukrist 
タクシンのアキレス 2004年以降人気が落ちているが，最後の切り札として愛
縫:南部情勢はなぜ 問者としてふるまうっている。ムスリムによる草喜一撃やデ

Pathmanand 
悪化したか モを強圧的に鎮圧した部隊のトップ4名の責任を関わな

い。しかし，これがタイ国軍のイメ ジをダウンさせる

として寮内部での不満につながり，タクシンはE室内部の

抗争に巻き込まれる可能性がある。

1970，80年代にムスリム遠の分離運動の盛袋を見た後，
1990年代に入って，ムスリムの政治家遼がタイ政界に

Wattana 南タイの政治文化と 入っていたかを見ると，彼等は，ムスリムのコミュニティ

Sugunnasil 暴力 が急激な近代化とグローパル化により窮乏していく現状

を変えることに失敗したことが分かる。その結巣，過激

なイスラム集団が活動する政治的スペースが生まれた。

南タイの抗争の背景に分離主義者の運動があるのか，草記

いはタイ政府の抑圧的政策という陰謀があるのか，議論

May l苓タイの纂カにおけ
は様々だ。バッタニー県で村落論査をした経験から，ム

スリム遠の海外留学経験，雲監子メディアの鷲及によって
Tan-Mullins る持活と現実

戦協約なイスラム思想、が入ってきていることが伺える。

しかし，最も重姿な問題は彼等のi弓化政策における人権
問題である。

抗争の要因として，南タイの経済的窮乏，分離独立運動

の康史，そして， CIA，シンガポール人，政府による謀略

論まである。謀略論には，南部の地下緩済や違法活動に

Srisompob 
l菊タイの苦境:構造

通じているギャングの関与もある。しかし，社会経済的

Jitpiromsri， 
約説明或いはイデオ

データによれば，貧困は危機の直緩的要隠ではない。こ

Panyasak 
ロギー的説明

の10年間の抗争は 9.11以後，徐々に増えてきており，
Sophondwasu 2003年I汚の襲撃事件以降に過激化した。従来，国内の

エスニックな問題だ、ったものが，国際的なイスラム革命

思想により費支妻撃されるものとなっているが，その現れ方

は複雑といえる。

南タイにおける抗争 アイルランドとイギリス政府との抗争と父渉・和平の過

Joern Dosch の過程と平和への道 穏と南タイ問題との比較。双方のねばり強い歩み寄りに

筋:上ヒ絞論的視点 より，交渉の余地はある。
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南部の暴力

表題 主主 約

クラ地峡地帯では攻撃性が雨まり，続光や外資産事入が無

還な状態にまで危機約状況になっている。この地域では，

Robert B 南部の著書藤を解釈す ムスリムと仏教徒の対立，特異な文化の残存，ワッハー

Albritton る ブ派のi影響事力増大が認められる。この地域は南タイのム
スリムの中でも独特であり，政府はこのような特徴を理

解していない。

南タイにおけるムス
南タイの認貧凶宮司査，タイの貧0'I参与観察の2つの公的

Sirirat データから状況を考えると，開発政策にもかかわらず，

Taneerananon 
リムの貧獄:パッ

貧闘の連鎖を世代間で断ち切れないことが鰐える。加え
ターニー県の事例

て，タイムスリム女性の訴えにも耳を傾げたい。

30年前にJ1rJ.であがなったタイの民主主義が危機に瀕し

ており，微笑みの図タイは，ヱスニツク・?イノリティ

Cholthira 
仏教の危機，微笑み を排除し，大震殺毅するE語家の仲間入りを果たそうとし
の国，危機における ている。 1997年憲法には，億人の尊厳，権利，自由が守

Satyawadhna 
暴力的国家 られなければならないと記されている。人々の参加，自

己決定を可能にする自治的地域を設けることが，抗争の

出口となるのではないか。

大学の学生達はこの危機をどうのように認識し，問題解

Alisa 
南タイの暴カ:パン 決の意志や方向性を示しているかを見ることによって，

コクとF詰タイにおけ 宕い位代が示す南タイ問題の認識が伺えるのではない
Hasamoh 

る若者逮の差異 か。バンコクと衛タイの学生には溢度差があるものの危

機的認識は強い。

Chaiwat Satha-anand タイにおける人権と仏教徒 イスラム教徒との凋係

表題 要 約

Chaiwatの研究は初期に政治・歴史・民族・社会経済的

背景を探りながら荷タイの危機な分析していたが，上記

Chaiwatと南タイ の背景が異なる人々がどのように平和・非纂カで暮らし

Saroja ムスリム社会におけ ていけるのかその戦略をムスリムとして求めていくとい

Dorairajoo る暴力の研究:批判 う活動家の姿勢から，他の研究者とは主要なる地平にある。

的説明 抗争は根の深い部分にあり，単なる政治的リスク管理の

方策では解消不能である。彼の抗争，危機に対する釈義

は領礁に{療する。

南タイの抗争を考える際に，村レベルの民族誌的研究は

かならずしも十分になされてこなかった。 Tablighi

Jamaatの環念は広範なネットワークに支えられて，ム

Alexander タイにおける
スリム遂に浸透しており，村人逮は，商タイのみならず，

アジア，イスラム濁の中で自分たちを位澄づけるように
Horstmann Tablighi Jamaat 

なっている。この運動に参加することによって，ムスリ

ムは自己を南タイのムスリムという狭い粋から解放して

いるように見える。この点を Chaiwatの研究と関わらせ

て，ムスリム運動の多様性も考祭したい。
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Chaiwatの研究は，タイ社会を多文化共生社会と挺え，

仏教徒ームスリムの ガンジーの非暴力窓、怒を凝り込んだ，独特なものであるo

Karel Kersten 関係における非暴力 また， 1950年代のアルジエリア問題に向き合ったプラン

をm旨して スのイスラム思想家，ノレイ・マシンニョンとも比屑され

る。

2002年 11月7日にアジア・ウォルストリートジャーナ

ルでパリの爆弾テロの拠点、に，ジェマ・イスラミアが溝

タイを拠点に使ったという記事が報じられて以来(シン

ガポール政府筋)，各留の政府が容疑者逮捕にカを設ぎ，

2003年5-7丹には，カンボジア，タイで6名のJ1容疑

John Fu口ston
最南端の閤難.外部 者が捕まった。 2004年1月の箪蒸地襲撃，武器強奪事件

との際係の重要性 にはJ1の関与が推測されており，アフガニスタンやブイ

リピンでタイ人の JIが都練を受けたとか，パングラデ
シュの Harkat-ul-Jihad-al1slamiとの関連なども報じ

られている。もちろん，これらの情報に務実な証拠があ

るわけではないが，イスラムの国際約な過激派組織の問

霊童は重姿である。

Omar Farouk F言タイにおける政治

Bajunid 的主主力の検討

Uthai 南タイにおける近年

Dulyakasem の難題をふり返って

Chaiwatの研究方法は，役会科学的研究と倫環を統合し

ょうというものである。これは，ウェーパーの伝統に従

南タイにおける倫理
い，客続的事実と研究者がとる政治的態度を峻別する務

Raymond 
と研究の接合:可能

飲の社会科学とは異なる。もちろん，マキャベリズムや

Scupin 
か?

マルクス主義の伝統もあるが。ヒンドゥーと仏教，イス

ラム伝統を研究方法論と倫理の問題に入れているという

特徴がある。現疫のような政治状況において， Chaiwat 

の設学と研究はタイに有益な視点を提供できる。

ラウンド・テーブル 務タイのムスリムを理解する:過去，現:ff，そして未来

前線を旅する:南タイの社会背景を通してみた移動性，歴史性，アイデンティティの創造

きを 題 主主 約

Orang Cina，と
マレーシアの北部図境地域には禁人向けの筆入学校があ

り，中国語教育を行っている。ここには，?レーシア筆

Kazue 
Luukchinの関で生

人，タイ懇人はもとより，父がマレーシア殺人，母が:Jt
治する:タイーマ

Takamura 
レーシア国墳の東海

タイ出身のタイ人の子供も，タイ倶uから国境を越えて

外に生?設する華人
通っている。このような学校において，エスニックなア

イデンティティは柔軟である。
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ナコンシタマブ ト崇タサフ郡クロ ンクブイ地区で

タイ王殴におけるム
は，この地域のタイ人，華人，マレ一人の祖先であり，

ケダーの兵士であったと伝えられるムスリムの守護神が
スリムの守護神:ナ

和られており，霊験あらたかなことで知られている。こ
Alexander コンシータマラート

こではマレ一系というアイデンティティは薄れている
Horstmann 県Klai君15における

が，ムスリムの地域であるというアイデンティティが形
ThuatKrai，字E主観

成されており，それには DahwaTablighの遂動が大き
とイスラーム

く関与している。非イスラム留の汚れから地域のムスリ

ムを浄化するというわけである。

南タイではタイ政府によって加えられた惨劇の死者会紀

死人が諮れるか?暴
る施設が残されている。震史的記憶に関わる研究によれ

Muhammad 
ば，モニュメントによって歴史は人々の心の中で鴻性化

Arafat bin カを背景に忘却させ
される。歴史のある局面が制作者によって思い出させら

Mohamad る政治
れ，また忘れさせられる。このような現在の記憶が和解

への遂を組んでいる。

ケブンタンのタイ仏教寺院では，主塁{象を建立することが

セメントの神々の下
ブームとなっており，タイ，マレーシアの繁人観光客を

呼んでいる。仏像を建築することによって，マレームス
!rving で:マレーシア村落

リムの地域における仏教徒のアイデンティティを示そう
C ]ohnson における移動性と記

としているのだ。ケランタンのタイ人たちはこれにより，
念碑の政治

自分たちの文化的特徴を誇ろうとし，観光によってそれ

はヱスニックな?ージナリティと認識されていく。

]ason L Nooraa: 

I Cone均 Long Khru儀礼

南部における分離と統合の要因

表題 姿 約

南タイの民族的多様性に関しては，政府の弊圧政策が露

見した以外に， 1990年代までメディアで問題になること

はあまりなかった。しかし，近年，衛緩放送が可能にな

Annette 
報道:南部と図家

り，タイ諮と?レー諮の放送局が競い合うようになった。

Hami1ton タイの政策も，マレ一言書を第一の言語とする人々の存夜

を認めており，西欧風の多文化主義的体裁をとっていた。

しかし， 9.11以降，築紫であることに対する寛容性に限

界が生じ，タイの政策も変化した。

ボノと呼ばれるイスラム苦手震学校はマレームスリムのナ

ショナリズムを泌養する場である。それは，この地域に

イスラム寄宿学校と
タイナショナリズムが浸透してきたことへの応答でもあ

る。従来，マレームスリムはタイの主要な文化において
Jason Johnson マレー イスラムナ

尊敬されるべき例ものも持てなかった。タイ仏教徒の学
ショナリズム

校で彼等は}詩身の狭い思いをした。そこで，ボノが彼等

が受けた象徴的暴力を縮減してくれる価値観，ムスリム

としてのアイデンティティを提供したのである。
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指タイムスリム社会 タイムスリムは政府のタイE盟主主化政策にも関わらず，当宅
における人材開発に 教教育を翠んでいる。?レーシアは 2万人からの留学生

Sidek Baba 
資献するマレーシア を受け入れいているが，最大グループがタイムスリムで

大学.マレーシア殴 ある。国際イスラム大学では，英語を重視し，折袋三k義

際イスラム大学の事 的な教育方針のもと，彼等に必要な知識・技能を提供し

例 ている。

思決民家建設の際， L自家はマイノリティ築関を包筏しょ

マイノリティの調
うとするが，それはマイノリティの反発，反古しを招く。

Linda True 従って，一定のレベルで唆昧なままに彼等を許容するし
数:i有タイの研究

かない。そのバランスは危ういもので，完全な包授を自

指そうとしてもそれは綴期間しか継続しない。

Wadahと呼ばれる国会議員の党があり，これは 17年間

マイノリティのエ 継続している。最盛期で 10名というレベルの小党で，タ

リート遼はどのよう イの党派政治において果たす役割は殆どない。しかし，

Daungyewa な主査巽を作り出せる 彼等は宗教的，民族的同質性，ムスリムのために活動す

むtarasint か:j者タイ 3県の暴 るという共巡の目的を持ち，タイの政治においては無視

カと Wadah集団の できない存夜である。閣の抗争が激化して以降，彼等が

事例 選挙区のガを向くのか，与党の会派に加わることで政治

カを持とうとするのか注目される。

タクパイにおけるデモ隊の鎮圧は怒惨を極めたが，タイ

のメディアは仏教徒とムスリムの対立をことさらに強調

Maren Takbaiの国境地帯
するような作りをしている。それに臼常援しているタイ

Schoenfelder における文化主主流
人は，ムスリムを反乱者，分離主義者，テロリスト，暴

カ的といった形容認で考えるようになる。しかし，タク

パイのようなムスリムの地域においても，仏教徒とムス

リムには日常的な交流がある。

南部:歴史と史料編集

表題 喜芸 約

タイ図家と?レームスリムとの纂藤は 18世紀後半から

アユタヤ時代におけ と震われているが，実は 16世紀にその努がではじめ， 17 

Hung-Guk Cho るタイ マレ一階1の 世紀に様々な葛藤が出現した。これはアユタヤ年代記，
争い タイ南部の年代記， 17 t史紀のヨーロッパの旅行記，中国

や日本の文書から明らかである。

南タイにおけるマ
分揮監主義運動の起源は， 1940年代のタイ政府内部の党派

Thanet 
レームスリムの分綴

的争いと， Haji Sulongらによるマレームスリムの政治

Aphornsuvan 
主義の起源

運動との葛藤が最初である。タイ民族によるE皇室長という
共i司幻tJ!、がi震えた歴史的事件であった。

イスラムのタイ史料
タイのイスラム系サイトにはタイの霞定史綴と呉なる歴

史観が欝き込まれている。宗教，ナショナリズム，民俗
John Grima からえた 3つのテキ

の観点から見ると，チャオ・ポー，チャオ・メーの物語
スト

が栴間的な構造を持つ。
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I Baba懇人ネットワークはプーケットで強闘であり，彼
プーケットの BabaI 

i等はヱド悶の福建省中国人とは巽なり，タイー重量人という
撃人どジネスの社会 i

[ 、イプリッドなアイデンティティを持っており，エスニ
約ネットワーク構築 i

i シティの重層性が兇られる。

務タイの危機の文化・経済的俊u筒

表題 主主 約

ノてッタニーの人々は，公的場では危機について慎重な慾

南タイにおける危機 疫をとるが，プライベートなところでは8出に認し，交
Steffen Ruholl のコミュニケーショ 流し合っている。大がかりな論議とは翌日の様々な生活の

ン:人類学的視点 局在百がある。しかし，マレームスリムとタイ人との問で

徐々に緊張感が高まってきているのは事実だ。

Jawiとは何か?主主
Jawiはマレーシアのアラビア諾のアルファベットであ

Worawit Baru 味，1lま史，視点、，未
り，現在は宗教的文芸書の書き言葉として用いられる。ブ'

ルネイ，インドネシア，パッタニーで用いられているが，
来

そこに歴史的変遷がみられる。

タイ語を学びながら
2002年で改訂されたタイの小学校教科謬には，少数民族

ムスリムのアイデン
であるタイムスリムに配慮したアルファベットの構成に

Claudia Merli ティティを i阪養す
なっている。従来のタイ語教科書では，タイ・アルファ

る:2つの小学校テ
ベットの斎ごとにタイ的な表象が用いられ，タイ関民化

クストの比較
がはかられたが，新しい版ではムスリムの生活に根ざし

たま提象がfflいられている。

バッタニー近郊の水稲・漁村を何度も訪れた印象は，タ

Rusembilan 再 イ化されていくということだった。それはあたかもイギ

訪:パッターニ一線 リスが支配する北アイノレランドのようなものだ。東北タ

Ronald マレーコミュニティ イからの移住者は，マレームスリムよりもタイ資本家に

Provencher における錨人主義， 好まれた。それが第一次産業以外の援用機会を得られな

資本主義，内的植民 い貧しさにつながる。督の農村の人々は都市郊外のタ

地化 イ・禁人地域に入っていき，タイ，蒙人も村に近づいて

きた。

タイ，マレーシアE自境地域にいるタイムスリム逮はマ
雨タイ国境のコミュ レーシアに出稼ぎにいき，しばしば国境を越える。彼等

Michiko ニティにおけるタ はタイ人として処遇されるが，タイ関内ではこ:等殴民並

Tsuneda イ マレームスリム の扱いを受ける。これが彼等の葛藤となる。特に男性で

のジェンダーと越境 強い。これが，女性との比較においてエスニシティへの

感覚，感受性の違いとして認められる。

:菊の不安定な情勢のrt，男性親族や配偶者が殺されたか，

行方不明になった女性を訪ね，生活状況を部き取りした。

Amporn 
葛藤状態にある女役

女性が一番これらの事件の影響を受けたにもかかわら

Marddent ず，彼女たちの芦を拾いとげるものが少ない。女性遠の

間でも，ムスリムとムスリムでない者たちの際に緊張が

発生している。
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付表3 パタニ菌学生革命協会 (samanakhom naksuksaa pathiwat rat 

patanii)声明要約

(県名はパッタニーとタイ語表記を用いるが，彼等の理念を語る言葉はマレ一語表記のパタ

ニを用いる)

1 タイ政府への抗議に関する活動

パオス・ワーメーデーサー(肉gbl.h司 11ももお銭笹川先生は，ヤラー集のパン・ジャラン・

タ・ドン学校の校長 (1刊 b~tluîí1U司 1ね腕161\1)であった。 1972-1974 年の跨に発生し

た南部の事件において，彼は首謀者と見なされた。彼は逮捕され，懲役5年を求刑されたが，

無努となった。しかし，彼は拘置所を出て，森に入ってしまった。その理由は，パオスがそ

のまま村に住むと，警察から殺される恐れがあったからである。その当時，警察は一般市民

(特にテロリストと疑われる人)を殺すことができる時代であったため，警察はテロ事件と

関わっているかどうかを務べずに，勝手に市民を殺すことができた。政府は響祭のそのよう

な行動を認めていた。それどころか，警察官はテロの容疑者を殺害することが手柄になり，

部内で出世していったのである。

つまり，テロリストと見なされたパオスの活動は笑際のところムスリムの権利を守るた

めのものであったため，反政府的性格を持ったのであった。さらに，パオスと彼らの集団が

拘束されてもテロ事件は収まらず，より頻繁にテロ事件が発生した。それは，新たにパタニ

国を建設する運動ではなく，政府・警警察に抵抗した運動であったことを意味する。

1975年 11月29臼，ムスリム男性5入と男の子1人がナラーティワート燥で襲われ，男

の子だけが生き残った。退院後，親戚の家に預けられた子どもは，自分たちを殺そうとした

人の顔を覚えていると告げた。続減が直ちに警察に連絡をしたが，警察は全然動かなかっ

た。この後， 1975年12月11日，パッタニー県庁に数万人が集まり 3つの条件を要求し

た。①ムスリム労性5人を殺饗したものを逮捕すること，②政府は南部の 3祭におけるテロ

対策を改めること，③南部の3架から軍隊を撤退させること。しかし，タイ政府はこの運動

をパタニ国の建設というタイからの独立運動であると認識した。さらに， PULO運動は数

万人の集まりやそれによる運動を支援していた。その運動は3B包に入って，爆発テロを起

こし，これによって 12人が死亡し， 25人がケガをした。しかし，その爆発事件に対して政

府側は調査もせず，爆発言立に，わざと記者たちを連れて現場から去って行ったのであった。

また事件の実態を国民に隠そうとした。

結局，政府は事件ーに対するあらゆる情報を持っているのにもかかわらず，1Eしい情報を国

民に伝えない。これは，ムスリムによる運動が反タイ運動であるとタイ政府がタイの仏教徒

に伝えることによって，タイの仏教徒のほとんどはムスリムを嫌うようになったのである。

なお，この抗議活動は 45B間にわたって行われたが，要求は完全に無視され，わずかの補
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償金しかもらえなかった。

2 自由のための理砲と方法

タイ政府の政策はパタニ人の文化・償習，生き方，自演語を変えてしまうため，パタニ人

の生活や基本的ニーズに合わない。そのため，タイ人とパタニ人の生活水準を比べてみる

と，そこには格ままがあった。例えば，パッタニー県は発展の度合いが{尽く，住民もタイ政府

の政策にも柔軟に対応できなかった。一方，タイ政府はパッタニー県が発展を遂げると共

に，麻薬や売春，娯楽，ギャンブルなどという問題が一緒に発生していると指摘した。それ

によってバッタニー県の青少年も影響を受け，非行を犯したり家族の財産に勝手に手を出

したりして家族生活に迷惑をかけている。

私たちの運動の意味は，タイ政府から独立してパタニ悶を建設することである。またバッ

タニー際はタイの所有物ではない。私たちはテロリストではない。私たちの活動は，パタニ

国の自由をめざす。

3 タイの玉虫色のスピーチ

2004年11月16臼，タイのテレビ局が王妃のスピーチを生放送した。しかし，このスピー

チに対して私たちは反対する O

その連出として，まず，

① 多くの南部に住む人々の中で，なぜ仏教徒の 30万人にのみ援助しなければならない

のか?

② 南部のマレ一人(ムスリム)は犯人か?また 30万人の仏教徒タイ人の良い人か?

③ 南部の 5燥に往んでいる 500万人ムスリムに問題があっても関係ないか?

④ 30万人を援助するため， 500万人の窮状そかえりみないでよいのか?

⑤ マレ一人・パタニ人はパタニてる生活する権利があるのに，タイ政府は我々がムスリム

だからという理由でタイ人に怒い影響を与えていると言えるのか?

⑥ タイ政府は 307J人を守るため，ムスリムを殺すか，あるいはムスリムをタイ人の奴

隷とするのか?

南部に住んでいるムスリムはタイ系ムスリムやタイ人ではなく，マレー系ムスリムが多

い。また彼らはJawi誌でコミュニケーションするため，タイ語では話せない。

歴史上，タイがパタニと戦争した理由は，パタニの領土や資源を奪うためである。私たち

はタイの領土や資源を奪うつもりはない。

4 タイ政府の敵対行為

南部の問題に対してタクシン政権は2つの政策を行った。①地方分権化。これはチャワ

リット・ヨグチャイユツト将箪にhavalitY ongchaiyudh) とチャトロン・チャイセーン

(Chaturong Chaiseng)という人の意見で，南部の平和のために暴力が起こらないように抑
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えている。その一方で、，②国家の政策をタクシン総理大臣が応援している。

①の政策は住民に支持されたが，政府と箪は反対した。海外では，合衆国やマレーシアで

は地方分権化が進められ，それぞれの地域で泊治が認められている。その上，政府は地方を

統制する宝震を必要としないので，主草書教の予算を減らし，住民の教育機会を向上させたり，公

衆衛主主政策に予算を回したりすることができる。しかし，タクシンの政策はポノの役割を減

らし，トックルーの信用度を落としてしまった。また，1':留の中，南部の 4燥のみで軍によ

り治安が保たれている。タクシンは軍の役割・予算を増やし，住民を抑圧している。

第5 ムスリムよ，立て!

現在，ムスリム社会は大きな変化を余儀なくされた。元のムスリム社会は自由と平和があ

り，安心して生活できた。しかし，タイ社会のいい階層(収入と仕事機会)に入るため，ム

スリムの部親は子どもにムスリム社会から離れて外で勉強させた。子どもが外(タイ社会)

で生活することで，様々な問題が起きた。例えば，結婚前の同棲，未婚女性の妊娠などがあ

る。両親に依存しているにも関わらず，子どもは遊んでばかり。両殺の金まで全部使ってし

まった。ポノはイスラム教を教えていたが，タイ政府はその教育内容を変化させた。また，

トックルー (TokGuru)ポノの先生も政府に従うために変わった。現夜，政府の中で大臣

になるイスラムがいるが，ムスリム問題の解決をしなかった。

私たちはムスリムの代表である。ムスリムの領域とムスリムのための事業を実施したい。

これからイスラム社会を守るため，イスラムの領域が必要ではないだろうか。

出典(パタニ留学生革命協会の URLはhttp://www.mezzy.com/cgi.bin/

nph-paidmembεr.cgi/lll0l0A/httP/www.patanistudents.com/Thai.htm しか

し，現主Eは荷鎖されている。)

付表4 チャートゥロン・チャイセーンによる B項目の提案

①住民の安全を守ることが主主要であり，住民は自己防衛の権利がある。行政は支援に徹

し，住民を簡単に殺すことを止めること O

② 3県で住民の反対運動を止めるためには，中央からの主要人と警察官の派遣数を減らす

べきである。なぜならば，住民たちに第と警察が暴力をふるっているからである。但し，

地域調発のための軍人だけは3県に入り，住民と共に地方を発展させる。

③ 2004年1月5臼に定められた法律を中止すること。

④ すべてのポノの遼営を見直す。 3県においてポノの運営は 2番目に重要な課題である。

住民の殺害事件が第一番目である。今後のポノ制度は柔軟に異文化として対応すべきで

ある。

⑤ 開発方法は住民の希望に沿うことが大事でトある。
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⑥ 現在， 3 ¥壌で働いている公務員を他の県に移動させることが重姿である O

出典(www.manager¥co. thl politics/viewnews.aspx?N ewsID = 9470000072593) 
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